
府内

〈

〉

研

究

概

要

報

止と
仁3

O 

平
成
二
十
(
二

O
O
八
)
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
(
継
続
一
、
新
規
ニ
、

常
設
研
究
三
件
(
継
続
二
、
新
規
二
、
特
別
指
定
研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
共
同
研
究
四
件
(
新
規

四
)
、
そ
し
て
個
人
研
究
三
件
(
新
規
一
ニ
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
五
件
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二

O
六
名
の
協
力
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
る
。

研
究
成
果
と
し
て
『
働
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
十
六
集
に
共
同
研
究
他
の
報
告
論
文
九
編
、

研
究
員
報
告
四
編
の
他
、
恒
例
の
本
研
究
所
講
演
会
の
講
演
記
録
二
編
、
日
韓
仏
教
文
化
学
術
交
流

記
念
講
演
記
録
一
一
編
を
収
め
た
。
仏
教
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
は
、
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
浄
土
真

宗
異
議
相
論
』
(
責
任
編
集
者
平
田
厚
志
氏
)
、
『
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
「
仏
」
と
「
神
」
の
間
』

(
責
任
編
集
者
赤
松
徹
真
氏
)
、
『
真
宗
伝
道
の
課
題
と
展
望
』
A

責
任
編
集
者
矢
田
了
章
氏
)
及
び

『
「
往
生
論
註
」
出
典
の
研
究
』
(
責
任
編
集
者
武
田
穂
精
氏
)
が
出
版
さ
れ
た
。
永
年
の
研
究
成

果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

A
指
定
研
究
(
能
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)

1
、
東
洋
史
学
大
谷
文
書
中
の
漢
語
資
料
の
研
究

ー
『
大
谷
文
書
集
成
』

U
に
む
け
て
|
(
三
年
次
)

主
任
・
都
築
品
子
研
究
員
七
名

(
研
究
の
目
的
)
大
谷
文
書
中
の
漢
語
資
料
に
つ
い
て
は
、
全
六
O
O
O点
の
う
ち
ほ
ぽ

五
O
O
O点
の
整
理
を
終
え
、
写
本
な
ど
を
同
定
し
、
録
文
と
図
版
を
作

成
し
て
、
『
大
谷
文
書
集
成
』

I
、
E
、
E
(
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
五
、

十
、
二
十
三
、
法
蔵
館
、
一
九
八
四
、
一
九
八
九
、
二

O
O
三
年
)
を
編

纂
し
、
順
次
に
刊
行
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
大
谷
文
書
中
の

「
胡
漢
両
語
文
書
」
「
流
沙
残
閥
」
「
橘
資
料
」
と
称
さ
れ
て
き
た
漢
詩
資

料
約
一

0
0
0点
が
未
整
理
・
未
公
開
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外

の
学
界
か
ら
一
日
も
早
い
公
開
を
要
請
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
は
、
川
こ
の
未
整
理
・
未
公
開
の
大
谷
文
書
中
の
漢
語
資
料
約

一
0
0
0点
に
つ
い
て
、
写
本
な
ど
の
同
定
作
業
を
行
い
、
録
文
と
図
版

を
作
成
し
て
『
大
谷
文
書
集
成
』

I
1
E
に
引
き
続
き
、
『
大
谷
文
書
集

(
研
究
計
画
)

所内
成』

N
を
編
纂
し
て
刊
行
す
る
こ
と
、

ω
『
大
谷
文
書
集
成
』

I
1
W
の

目
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

た
だ
し
、
研
究
年
度
二
年
目
を
迎
え
て
、

ωこ
れ
ま
で
別
置
「
極
小
断

片
」
と
し
て
称
さ
れ
る
大
谷
1
0
0
0
1
1
1
0
6
6
8
号
の
中
に
は
か

な
り
ま
と
ま
っ
た
漢
語
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た

た
め
、
「
胡
漢
両
語
文
書
」
「
流
沙
残
閥
」
「
橘
資
料
」
に
加
え
て
「
極
小

断
片
」
の
中
の
漢
詩
資
料
も
対
象
と
す
る
。

ωさ
ら
に
、
目
録
に
つ
い
て

も
本
研
究
で
は
あ
く
ま
で
も
『
大
谷
文
書
集
成
』

I
l
w
の
簡
易
目
録
に

と
ど
め
た
い
。
今
年
度
に
入
っ
て
漢
語
資
料
だ
け
で
な
く
胡
語
資
料
も
含

め
、
参
考
文
献
や
旅
順
博
物
館
蔵
大
谷
探
検
隊
将
来
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
と

の
関
係
な
ど
を
附
記
し
た
「
大
谷
文
書
全
日
録
」
(
仮
称
)
を
特
別
指
定

研
究
「
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
研
究
」
班
と
協
力
し
て
編
纂
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
改
め
て
次
の
段
階
の
研
究
と
し
て
設
定
し
た
い
。

近
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
大
蔵
経
な
ど
の
索
引
が
可
能
に
な
り
、

国
内
外
で
大
谷
文
書
の
同
定
作
業
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

同
定
は
写
真
、
図
版
、
録
文
に
よ
る
も
の
で
、
玉
石
混
滑
の
状
況
に
あ
る

の
は
否
め
な
い
。
大
谷
文
書
の
一
点
一
点
を
同
定
し
、
よ
り
正
確
な
情
報

を
公
開
し
て
い
く
の
は
、
原
本
を
も
っ
飽
谷
大
学
の
責
務
で
あ
り
、
ま
た

今
日
の
状
況
か
ら
み
て
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
研
究
の
最
終
年
度
と
な
る
こ

0
0
人
年
度
は
、
二

O
O七
年
度
に
引

き
続
き
、
以
下
の
作
業
を
進
め
る

ω
大
谷
文
書
の
別
置
「
極
小
断
片
」
の
中
で
重
要
な
文
書
に
つ
い
て
写

真
撮
影
を
実
施
す
る
。

同
大
谷
文
書
の
「
極
小
断
片
」
(
大
谷
1
0
0
0
1
1
1
0
6
6
8
号
)

の
漢
文
資
料
約
三
O
O
点
の
う
ち
、
二

O
O
七
年
度
中
に
調
査
し
た
残

り
の
部
分
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
検
索
な
ど
を
利
用
し
て
同
定
作
業
を

行
い
、
録
文
と
図
版
を
作
成
す
る
。
な
お
、
旅
順
博
物
館
蔵
大
谷
文
書

に
つ
い
て
も
参
照
し
て
比
較
検
討
し
、
編
集
に
反
映
さ
せ
る
も
の
と
す

zv
。

同
『
大
谷
文
書
集
成
』

W
の
編
纂
を
行
い
、
原
稿
を
作
成
し
て
次
年
度

の
公
刊
を
め
ざ
す
。

附
前
年
度
に
引
き
続
き
、
『
大
谷
文
書
集
成
』

I
l
wま
で
の
目
録
を

E
U
 



編
纂
し
、
い
わ
ば
索
引
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
原
稿
を
編
纂
し
て
、

次
年
度
の
公
刊
を
め
ざ
す
。

2
、
日
本
語
日
本
文
学
禿
氏
文
庫
本
の
研
究
二
年
次
)

主
任
・
大
取
一
馬
研
究
員
三
二
名

(
研
究
の
目
的
)
本
学
図
書
館
所
蔵
の
禿
氏
文
庫
本
は
貴
重
な
図
書
を
多
く
収
蔵
し
て
お

り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
が
多
く
の
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
総

合
的
な
調
査
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
こ

の
禿
氏
文
庫
本
の
全
て
を
三
年
間
で
調
査
研
究
し
、
三
年
目
に
は
当
文
庫

の
中
、
学
術
的
に
資
料
価
値
の
高
い
貴
重
書
を
善
本
叢
書
に
入
れ
て
刊
行

し
、
四
年
目
に
は
文
庫
目
録
を
付
し
て
『
善
本
解
題
』
を
研
究
叢
書
と
し

て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

禿
氏
文
庫
が
各
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
仏
教
・
真
宗
・
国
史
・

文
学
の
各
分
野
の
研
究
者
が
調
査
研
究
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
当
文
庫
の
写
本
・
版
本
を
中
心
に
書
誌
カ

l
ド
を
作
成
し
、
貴

重
本
と
思
わ
れ
る
図
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮

り
、
紙
焼
に
し
て
、
そ
れ
で
詳
し
く
調
査
研
究
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
諸
本
の
伝
本
研
究
が
必
要
な
場
合
に
は
、
当
該
書
の
所
蔵
機
関
に
出

向
い
て
比
較
研
究
を
行
い
、
当
文
庫
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
思
想
的
な
方
面
の
知
識
も

必
要
と
な
る
の
で
、
研
究
会
を
開
き
、
講
師
を
招
い
て
講
義
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
場
合
、

当
研
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
公
表
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

(
研
究
計
画
)

B

共
同
研
究

l
、
教
育
学
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
意
義
二
年
次
)

主

任

・

友

久

久

雄

研

究

員

二

名

(
研
究
の
目
的
)
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
(
臨
床
心
理
学
)
は
、
人
の
悩
み
を
解
決
す

る
方
法
と
い
う
意
味
で
、
多
く
の
接
点
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特

に
最
近
で
は
、
心
理
学
の
分
野
か
ら
仏
教
へ
の
関
心
が
強
ま
り
、
第
4
の

心
理
学
と
言
わ
れ
る
、
ト
ラ
ン
ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
が
起
こ
る
に
つ

れ
、
東
洋
思
想
の
中
心
で
あ
る
仏
教
に
対
し
て
、
心
理
学
的
観
点
か
ら
の

考
察
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

(1親脇、

(
研
究
計
画
)

ま
た
従
来
の
日
本
で
は
、
人
々
の
悩
み
に
つ
い
て
の
解
決
方
法
と
し
て
、

各
々
の
檀
家
寺
の
住
職
に
相
談
す
る
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近

年
、
社
会
が
近
代
化
さ
れ
、
そ
の
構
造
が
複
雑
に
な
る
に
従
い
、
人
々
の

悩
み
も
多
様
化
し
、
単
な
る
人
間
性
や
経
験
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
の
悩
み
に
対
応
す
る
に
は
、
一
定
の
知

識
と
技
術
が
要
求
さ
れ
、
今
日
、
多
種
多
様
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う

概
念
が
で
き
あ
が
り
発
展
し
た
。

一
方
、
寺
院
に
お
い
て
は
、
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
、
い
わ
ゆ
る
檀
家

離
れ
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
、
お
寺
の
社
会

活
動
の
一
端
と
し
て
、
壇
信
徒
の
心
の
悩
み
の
相
談
に
対
応
す
る
方
法
と

し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
仏
教
で
い
う
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
な
課
題
を
、
心

理
学
的
観
点
か
ら
検
討
し
、
日
本
人
の
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
性
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
宗
教
的
な
悩
み
と
心
理
的
な
悩
み
に
つ
い
て
比
較
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
学
的
研
究
と
心
理
学
的
研
究
の
統
合
を
試
み

る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
研
究
代
表
者
を
中
心
と
し
て
、
各
自
の
研
究
テ

l
マ
に

従
っ
て
、
定
期
的
に
研
究
会
を
開
き
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

同
じ
研
究
テ
l
マ
を
持
つ
人
々
と
の
交
流
会
(
研
修
会
)
を
聞
く
。

〈
一
年
目
〉

仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
教
学
的
・
心
理
学
的
研
究

ω
浄
土
三
部
経
に
お
け
る
、
教
学
的
内
容
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
念
の

比
較
検
討

ω
七
祖
聖
教
に
お
け
る
、
教
学
的
内
容
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
念
の
比

較
検
討

川
教
行
信
証
に
お
け
る
、
教
学
的
内
容
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
念
の
比

較
検
討

削
上
記
以
外
の
浄
土
真
宗
聖
典
(
和
讃
・
歎
異
抄
・
御
文
章
そ
の
他
)

に
お
け
る
、
教
学
的
内
容
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
念
の
比
較
検
討

〈
二
年
目
〉

仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
践
的
統
合
の
試
み
の
研
究

川
前
年
度
に
対
象
と
し
た
各
聖
典
に
お
け
る
内
容
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

-6-
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内

の
傾
聴
の
あ
り
方
と
の
比
較
研
究

同
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
自
坊
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
実
践
さ
れ
て
い
る
住
職
や
坊
守
さ
ん
に
対
し
て
、
質
問
紙
調
査
を

実
施
し
、
我
々
の
結
果
に
対
す
る
整
合
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
問
題

点
を
明
ら
か
に
す
る
。

同
日
本
宗
教
学
会
に
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
仏
教
文
化
研
究
叢

書
と
し
て
刊
行
す
る
。

2
、
仏
教
学
仏
教
と
医
療
二
年
次
)

主
任
・
長
谷
川
岳
史
研
究
員
四
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
お
い
て
仏
教
が
様
身
な
階
層
に

支
持
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
「
僧
侶
が
有
し
て
い
た
医
学
」
と

「
僧
侶
の
医
療
行
為
」
を
重
点
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

古
来
よ
り
仏
教
と
医
療
の
結
び
つ
き
は
号
、
、
イ
ン
ド
で
は
教
義
研
鈴

の
補
助
学
と
し
て
規
定
さ
れ
た
5
つ
の
学
術
(
五
明
)
の
一
つ
に
「
医
方

明

(
n
E
E
Z伽
・
〈
広
志
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
仏
典
の
中
に
も
『
増
一

一

阿
合
経
』
や
『
金
光
明
経
』
「
除
病
口
問
」
な
ど
の
三
大
患
・
三
良
薬
説
、

「
法
華
経
』
の
良
医
喰
、
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
「
薬
事
」
の
記
述

な
ど
、
教
説
の
比
喰
と
し
て
説
か
れ
る
医
術
の
他
に
も
、
当
時
、
施
さ
れ

て
い
た
医
術
の
様
子
や
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
薬
、
主
要
な
病
名
な
ど

が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
僧
侶
が
実
際
に
医
学
を
学
ぴ
、

そ
れ
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
中
国
に
お
い
て
も
『
陪
香
』

経
籍
志
に
収
録
さ
れ
る
「
竜
樹
菩
薩
薬
方
」
「
婆
羅
門
諸
仙
薬
方
」
や
、

先
述
の
三
大
患
を
収
録
す
る
唐
代
の
医
書
『
千
金
方
』
(
本
学
「
写
字
台

文
庫
」
に
存
)
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
と
と
も
に
伝
わ
っ
た
医
学

情
報
が
中
国
で
定
着
し
て
お
り
、
さ
ら
に
唐
代
に
は
僧
侶
が
関
わ
っ
た
悲

田
養
病
坊
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
寺

院
に
救
療
施
設
が
設
置
さ
れ
、
僧
侶
で
あ
り
医
者
で
も
あ
る
僧
医
、
ま
た

そ
れ
に
準
ず
る
看
病
僧
の
存
在
が
確
認
で
き
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
叡
尊
や

忍
性
と
も
関
係
が
深
く
、
中
世
最
大
の
医
学
書
『
頓
医
抄
』
と
『
万
安
方
』

(
本
学
「
写
字
台
文
庫
」
に
存
、
内
容
は
『
頓
医
抄
』
か
も
し
れ
な
い
)

を
著
し
た
僧
医
棒
観
一
一
房
性
全
(
梶
原
性
全
)
が
い
る
。

本
研
究
で
は
、
上
記
の
よ
う
に
数
多
く
存
在
す
る
仏
教
と
医
学
・
医
療

爪

3
、
真
宗
学

の
関
係
に
触
れ
た
文
献
を
調
査
し
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
お
い
て
、

僧
侶
が
保
持
し
て
い
た
医
学
情
報
の
質
や
医
療
行
為
の
具
体
的
な
内
容
、

ま
た
は
そ
の
社
会
的
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

〈
二
O
O
人
年
度
〉

イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
に
お
け
る
仏
教
と
医
学
・
医
療
の
関
係
に
触
れ

た
文
献
を
調
査
。
具
体
的
な
用
例
の
抽
出
。
研
究
談
話
会
の
開
催
。
概
要

を
論
文
発
表
。

〈
ニ
O
O
九
年
度
〉

前
年
度
に
抽
出
し
た
具
体
的
な
用
例
の
中
か
ら
特
筆
す
べ
き
も
の
を
重

点
的
に
検
討
。
研
究
談
話
会
の
開
催
。
論
文
発
表
。

近
世
仏
教
に
お
け
る
教
学
論
争
と
魯
籍
の
刊
行

ー
三
業
感
乱
を
中
心
に
|
(
一
年
次
)

恒

研

究

員

五

名

江
戸
幕
府
は
宗
教
統
制
政
策
の
一
環
と
し
て
、
仏
教
諸
宗
派
の
学
聞
を

奨
励
し
た
が
、
実
際
の
宗
学
研
鎖
は
、
研
究
教
授
機
関
の
整
備
、
修
学
体

系
の
制
度
化
、
さ
ら
に
は
印
刷
技
術
や
出
版
事
業
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ

た
。
本
研
究
は
、
近
世
に
お
け
る
仏
教
研
究
と
出
版
事
業
と
の
関
わ
り
の

一
端
を
、
海
土
真
宗
本
願
寺
派
の
教
学
論
争
で
あ
る
三
業
惑
乱
を
手
が
か

り
に
窺
う
も
の
で
あ
る
。

三
業
惑
乱
は
、
本
願
寺
派
第
六
代
能
化
功
存
(
一
七
二
O
|
一
七
九
六
)

が
著
し
た
『
願
生
帰
命
弁
』
(
一
七
六
四
刊
)
に
対
す
る
批
判
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
る
。
や
が
て
天
明
年
間
に
な
る
と
、
大
麟
(
生
没
年
不
詳
)

や
宝
厳
(
生
没
年
不
詳
)
に
よ
っ
て
批
判
書
が
出
さ
れ
、
以
後
十
数
年
に

わ
た
り
、
主
と
し
て
批
判
論
駁
書
の
刊
行
を
通
し
て
論
争
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
『
願
生
帰
命
弁
』
と
、
そ
の
論
駁

書
で
あ
る
大
旗
(
一
七
五
九
|
一
人
O
四
)
の
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』

(
一
八
O
一
刊
)
の
み
に
研
究
が
集
中
し
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版

さ
れ
る
ま
で
の
論
争
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
和
綴
本
の
ま
ま
翻
刻
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
『
横
超
直
道
金
剛
鉾
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で

の
論
争
書
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
注
釈
的
研
究
を
行
い
、
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(
研
究
計
画
)

主
任
・
殿
内

(
研
究
の
目
的
)



4
、
法
学

そ
れ
ら
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
つ
ま
り
、
三
業
惑
乱
に

関
連
す
る
第
一
次
資
料
群
を
広
く
公
開
し
、
研
究
の
一
助
と
す
る
こ
と
が

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
次
目
標
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
等
閑
に

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
論
争
に
関
す
る
書
籍
群
の
内
容
研
究
を
行
う
こ
と

が
第
二
次
目
標
で
あ
る
。

以
下
の
計
画
に
従
っ
て
、
研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ω
『
願
生
帰
命
弁
』
の
翻
刻
な
ら
び
に
注
釈
的
研
究

ω
『
願
生
帰
命
弁
』
へ
の
第
一
次
批
判
書
の
翻
刻
な
ら
び
に
注
釈
的
研

究ω
第
一
次
批
判
書
に
対
す
る
学
林
側
の
論
駁
書
の
翻
刻
な
ら
び
に
注
釈

的
研
究

制
第
二
次
批
判
書
群
の
翻
刻
な
ら
び
に
注
釈
的
研
究

同
第
二
次
批
判
書
群
に
対
す
る
学
林
側
の
論
駁
書
の
翻
刻
な
ら
び
に
注

釈
的
研
究

刷
以
上
を
ふ
ま
え
た
内
容
研
究

初
年
度
は
特
に
、

ω・
同
の
研
究
を
行
う
。

ア
フ
リ
カ
の
新
宗
教
と
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る

複
合
科
学
的
な
研
究
二
年
次
)

(
研
究
計
画
)

主
任
・
落
合
雄
彦
研
究
員
五
名

(
研
究
の
目
的
)
ア
フ
リ
カ
は
新
宗
教
運
動
の
活
動
が
世
界
的
に
み
て
も
最
も
活
発
な
地

域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
新
宗
教

運
動
の
代
表
例
と
さ
れ
て
き
た
の
が
、

mm
世
紀
末
か
ら
初
世
紀
前
半
に
か

け
て
欧
米
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
分
離
独
立
し
て
形
成
さ
れ

た
「
ア
フ
リ
カ
独
立
教
会
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
独
立
教
会
は
、
ア
フ
リ

カ
人
に
よ
る
、
ア
フ
リ
カ
人
の
た
め
の
、
ア
フ
リ
カ
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
系
新
宗
教
の
潮
流
で
あ
り
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
南
部
で
「
ア
ラ
ド
ゥ
ラ
教

会
」
、
南
部
ア
フ
リ
カ
で
「
ザ
イ
オ
ニ
ス
ト
あ
る
い
は
ア
ポ
ス
ト
リ
ッ
ク

教
会
」
、
ガ
l
ナ
南
部
や
ケ
ニ
ア
西
部
な
ど
で
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
あ
る

い
は
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
ス
ト
教
会
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
最
大

の
特
徴
は
、
聖
霊
の
想
依
、
熱
狂
的
な
祈
り
、
異
言
(
聖
霊
に
満
た
さ
れ

て
意
味
不
明
な
言
葉
や
不
知
の
外
国
語
を
話
す
こ
と
)
、
悪
霊
就
い
、
信

仰
治
療
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
に
は
こ
う
し
た
独
立
教
会
以
外

Fぬ

(
研
究
計
蘭
)

に
も
、
ヶ
ニ
ア
の
「
ム
ン
ギ
キ
」
の
よ
う
な
伝
統
宗
教
か
ら
派
生
し
た
と

い
わ
れ
る
暴
力
的
な
新
宗
教
集
団
や
イ
ス
ラ
1
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
を
混
交

さ
せ
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
数
多
く
の
新
宗
教
運
動
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
う
し
た
内
発
的
な
新
宗
教
に
加
え
て
外
来
の
新
宗
教
も
ま
た
活
発
な
布

教
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
ア
フ
リ
カ
で
活
動
す
る
外
来
新
宗

教
の
な
か
に
は
「
創
価
学
会
」
「
崇
教
真
光
」
「
天
理
教
」
と
い
っ
た
日
系

新
宗
教
も
含
ま
れ
る
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
で
「
ニ
ュ

l
エ
イ
ジ
」
、
日
本
で
「
精
神
世
界
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
、
宗
教
そ
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
超
越
的
な
存
在
と
の

霊
的
な
関
係
性
を
重
視
す
る
精
神
活
動
の
あ
り
方
を
一
般
に
ス
ピ
リ
チ
ユ

ア
リ
テ
ィ
と
呼
ぶ
が
、
ア
フ
リ
カ
で
は
こ
の
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
の
動

態
も
ま
た
広
範
に
観
察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
島
薗
進
(
東
京
大
学
)
は
、

ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
の
こ
と
を
「
新
霊
性
運
動
」
と
名
付
け
た
上
で
、

「
新
霊
性
運
動
は
世
界
の
先
進
国
に
お
い
て
、
ま
た
第
三
世
界
も
含
め
て

消
費
文
化
が
発
達
し
た
大
都
市
に
お
い
て
同
時
多
発
的
に
、
多
一
様
な
形
態

で
展
開
し
て
い
る
運
動
群
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
う
し
た
新
霊
性
運
動
の

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
代
表
例
と
し
て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
「
霊
性
科
学
運
動
」

を
指
摘
し
て
い
る
(
『
精
神
世
界
の
ゆ
く
え
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六

年
、
五
O
l五
一
頁
)
。

本
研
究
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
本
格
的
な

研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
新
宗
教
運
動
と
ス
ピ
リ
チ

ユ
ア
リ
テ
ィ
の
動
態
を
、

1
年
間
に
わ
た
る
圏
内
で
の
文
献
研
究
お
よ
ぴ

共
同
研
究
会
活
動
と
ア
フ
リ
カ
で
の
個
別
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
に
よ

っ
て
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
研
究
で
取
り
上
げ
る
運
動
の
詳
細
は
未

定
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
考
察
対
象
の
な
か
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
内
発
的

な
新
宗
教
と
し
て
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
「
天
上
の
キ
リ
ス
ト
教
会
」
、
タ

ン
ザ
ニ
ア
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
諸
教
団
、
南
ア
フ
リ
カ
の
「
ザ
イ
オ
ニ
ス

ト
キ
リ
ス
ト
教
会
」
、
外
来
新
宗
教
と
し
て
は
「
エ
ホ
バ
の
証
人
」
「
創
価

学
会
」
「
崇
教
真
光
」
、
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
運
動
と
し
て
は
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
の
「
霊
性
科
学
運
動
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

〈二

O
O
八
年
度
〉
(
一
年
目
)

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
方
法
は
、
①
圏
内
に
お
け
る
文
献
研
究
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お
よ
び
共
同
研
究
会
活
動
、
②
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
個
別
的
な
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
調
査
、
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
圏
内
に
お
け
る
共
同
研
究

会
と
し
て
は
、
四
月
頃
に
第
一
回
研
究
会
(
顔
合
わ
せ
、
研
究
方
針
お
よ

び
分
担
の
確
認
)
、
六
月
頃
に
第
二
回
研
究
会
(
外
部
か
ら
招
い
た
リ
ソ

ー
ス
パ

l
ソ
ン
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
①
)
、
十
月
頃
に
第
三
回
研
究
会

(
外
部
か
ら
招
い
た
リ
ソ
ー
ス
パ

l
ソ
ン
に
対
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
②
)
、
十

二
月
頃
に
第
四
回
研
究
会
(
叢
書
原
稿
執
筆
に
向
け
た
研
究
メ
ン
バ
ー
各

自
の
研
究
成
果
発
表
)
を
行
う
。
他
方
、
海
外
で
の
活
動
と
し
て
は
、
研

究
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
数
名
が
入

1
九
月
に
ア
フ
リ
カ
で
の
現
地
調
査
を
実

施
す
る
(
な
お
、
海
外
調
査
は
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
不
可
分
の
重
要

か
つ
中
心
的
な
活
動
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
出
張

者
そ
れ
ぞ
れ
の
科
研
費
や
個
人
研
究
費
か
ら
支
出
す
る
た
め
、
今
回
の
共

同
研
究
-
申
請
書
の
な
か
に
は
予
算
計
上
し
て
い
な
い
)
。

〈二

O
O九
年
度
〉
(
共
同
研
究
終
了
後
)

叢
書
刊
行
の
た
め
の
原
稿
執
筆
・
編
集
作
業
を
行
う
。

C

常
設
研
究

1
、
真
宗
学
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
展
開
(
三
年
次
)

主
任
・
大
田
利
生
研
究
員
一
人
名

(
研
究
の
目
的
)
現
代
は
、
「
世
俗
化
の
時
代
」
「
無
宗
教
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
一

方
で
は
、
多
く
の
者
が
様
々
な
宗
教
に
ひ
か
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
一
見
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
現
代
日
本
人
の

宗
教
観
は
「
宗
教
の
風
景
化
」
と
評
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
代
的
情
況
の
中
、
親
縮
局
の
思
想
・
浄
土
真
宗
の
教
学
、

そ
し
て
真
宗
者
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
な
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
働
き
を
な
す
べ
き
な
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
で
き
る
。

親
驚
の
思
想
・
浄
土
真
宗
の
教
学
の
根
幹
に
「
救
済
」
思
想
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
研
究
に
於
い
て
は
、
現
代
人
、
或
い
は
現
代

社
会
の
諸
問
題
に
対
し
て
、
親
鷲
教
義
・
真
宗
教
学
が
「
救
済
」
と
い
う

面
で
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
で
あ
る
か
を
考
究
す
る
事
が
、
本
研
究
の

主
目
的
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
部
門
と
し
て
、
浄
土
教
成
立
か
ら
親
鷲
浄
土
教
に

内
至
る
ま
で
の
浄
土
教
に
お
い
て
、
弥
陀
救
済
思
想
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
、
展
開
し
て
き
た
か
を
研
究
す
る
。
第
二
部
門
と
し
て
、
親
鴛
浄
土
教

に
お
い
て
救
済
思
想
が
ど
の
よ
う
に
関
顕
さ
れ
、
ま
た
親
鷲
以
降
の
真
宗

教
学
の
展
開
の
中
で
、
救
済
思
想
が
ど
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
て
き
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
・
第
二
両
分
野
を
総
合
・
統
括
す
る
こ
と
に
よ

り
、
「
浄
土
教
に
お
け
る
救
済
思
想
」
の
意
義
を
研
究
す
る
。

研
究
員
が
第
一
部
門
(
路
土
教
成
立
か
ら
親
鴛
海
土
教
に
至
る
ま
で
の

浄
土
教
)
、
第
二
部
門
(
親
驚
浄
土
教
、
及
び
親
鴛
以
降
の
真
宗
教
学
の

展
開
)
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
各
部
門
ご
と
に
研
究
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
研
究
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
。

初
年
度
(
二

O
O六
年
度
)
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
・
資
料
を
網

羅
的
に
収
集
し
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
研

究
員
個
身
の
専
門
領
域
(
時
代
・
分
野
)
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
今
後
の
課
題
を
明
確
に
す
る
。

次
年
度
(
二

O
O
七
年
度
)
は
、
引
き
続
き
研
究
成
果
・
資
料
の
収
集

を
継
続
し
つ
つ
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
過
年
度
ま
で
の

真
宗
学
科
常
設
研
究
「
真
宗
伝
道
学
の
研
究
」
「
教
理
史
に
お
け
る
実
践

学
の
研
究
」
の
成
果
を
援
用
し
、
各
部
門
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
於
い
て
発

表
を
お
こ
な
う
こ
と
を
通
し
て
、
研
究
員
相
互
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、

現
代
社
会
の
か
か
え
る
諸
問
題
を
包
み
な
が
ら
、
浄
土
教
に
お
け
る
救
済

思
想
の
意
義
を
研
究
す
る
。

最
終
年
度
(
二

O
O
八
年
度
)
に
は
、
前
年
度
ま
で
の
成
果
を
元
に
、

研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
領
域
・
分
野
に
お
け
る
研
究
論
文
を
執
筆
す

る。

2
、
仏
教
学
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
仏
教
古
典
文
献
の
研
究
会
ニ
年
次
)

主

任

・

桂

紹

隆

研

究

員

一

五

名

(
研
究
の
目
的
)
龍
谷
大
学
の
歴
史
は
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
年
)
、
僧
侶
養
成
機
関

の
学
寮
創
建
に
は
じ
ま
り
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
年
)
、
旧
制
大
学

令
に
よ
り
仏
教
大
学
か
ら
龍
谷
大
学
と
な
り
、
公
教
育
機
関
へ
と
質
的
に

変
化
発
展
を
遂
げ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
本
学
の
歴
史
は
、
同
時

に
本
学
図
書
館
の
歴
史
で
も
あ
り
、
ま
た
、
真
宗
学
(
宗
乗
)
・
仏
教
学

(
余
乗
)
の
教
育
・
研
究
に
関
わ
る
蔵
書
蓄
積
の
歴
史
で
も
あ
る
。

(
研
究
計
画
)
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江
戸
時
代
の
学
寮
・
学
林
時
代
の
初
期
の
記
録
に
、

一
六
四
九
年
図
書
十
部
が
寄
贈
さ
れ
る
(
『
龍
谷
購
主
伝
』
)

一
六
五
一
年
学
費
で
『
倶
舎
論
釈
頒
疏
義
紗
』
を
購
入
。
(
同
書
末

尾
墨
書
)

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
学
寮
創
建
か
ら
十
年
余
を
経

た
頃
、
既
に
仏
教
書
の
収
集
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
以
降
、
本
学
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
仏
教
書

は
、
現
在
、
多
く
が
容
易
に
閲
覧
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
学
術
的
価

値
・
評
価
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
本
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
仏
教
古
文
献
の
内
、

特
に
未
整
理
分
の
整
理
・
分
類
を
行
い
、
現
代
に
お
い
て
再
評
価
さ
れ
る

べ
き
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
重
点
的
に
研
究
を
進
め
、
現
代
の
仏

教
研
究
に
寄
与
し
う
る
文
献
の
発
掘
・
再
評
価
を
目
的
と
し
た
い
。

第
三
年
次

研
究
班
の
運
営
・
総
括
。
出
版
準
備
。
研
究
談
話
会
の
開
催
。
整

理
・
分
類
・
研
究
状
況
報
告
。

3
、
仏
教
史
学
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
研
究
二
年
次
)

主
任
・
赤
松
徹
真
研
究
員
九
名

(
研
究
の
目
的
)
仏
教
は
、
覚
醒
・
目
覚
め
の
宗
教
と
い
わ
れ
、
人
間
の
迷
妄
・
自
己
中

心
性
を
転
回
し
て
、
普
遍
的
な
人
間
の
あ
り
方
を
主
体
的
に
獲
得
す
る
こ

と
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
展
開
に
お
い
て

も
、
在
来
の
神
々
や
神
道
的
宗
教
基
盤
、
そ
の
も
と
で
の
歴
史
社
会
と
の

聞
で
、
個
人
的
に
も
集
団
的
に
も
、
ま
た
思
想
的
政
治
的
社
会
的
造
形
的

に
も
、
時
代
性
を
背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
確
執
・
融
合
・
対
立
な
ど
の
関
係

性
を
形
成
し
て
き
た
。
日
本
に
お
け
る
仏
教
史
を
研
究
す
る
に
際
し
て
、

こ
れ
ら
「
神
仏
習
合
」
研
究
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

初
年
度
は
、
先
の
研
究
課
題
に
関
わ
る
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
及
び

造
形
分
野
の
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
と
従
来
の
研
究
史
の
整
理
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ら
の
分
析
・
検
討
を
行
い
、
一
部
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
。

第
二
年
度
は
、
引
き
続
き
、
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
及
び
造
形
分
野

の
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
分
析
・
検

討
を
行
い
、
研
究
成
果
を
報
告
す
る
。

(
研
究
計
画
)

F襲、

(
研
究
計
画
)

第
三
年
度
は
、
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
及
び
造
形
分
野
の
ま
と
め
を

行
い
、
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
。

研
究
計
画
と
し
て
は
、
従
来
の
神
仏
習
合
に
関
わ
る
研
究
史
の
整
理
と

と
も
に
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
及
び
造
形
分
野
の
調
査
・
収
集
・
整
理

に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
分
析
・
検
討
を
行
い
、
研
究
分
担
者
間
の
研
究

進
展
を
共
有
し
、
研
究
成
果
の
報
告
を
積
み
上
げ
る
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
各
時
代
ご
と
の
神
仏
習
合
及
ぴ
造
形
分
野
の
あ

り
よ
う
に
関
し
て
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
に
取
り
組
む
か
、
仏

教
の
宗
教
的
立
場
を
方
法
と
し
て
分
析
・
検
討
を
行
う
。

初
年
度
は
、
従
来
の
研
究
史
の
整
理
と
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・
整

理
を
行
う
。
外
部
講
師
を
招
き
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
す
る
。

第
二
年
度
は
、
引
き
続
き
各
時
代
ご
と
の
関
係
史
料
の
調
査
・
収
集
・

整
理
を
行
う
。
研
究
成
果
の
報
告
を
積
み
上
げ
る
。

第
三
年
度
は
、
関
係
史
料
の
整
理
に
よ
っ
て
、
刊
行
に
向
け
て
取
り
組

み
、
ま
た
研
究
報
告
を
成
果
と
し
て
刊
行
し
う
る
よ
う
に
ま
と
め
を
行
う
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
す
る
。
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D

特
別
指
定
研
究

1
、
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
の
総
合
的
研
究

主

任

・

入

津

崇

研

究

員

五

O
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
は
大
谷
探
検
隊
が
中
央
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
資
料
(
以
下
、
大

谷
資
料
)
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
探
検
隊
が
収

集
し
た
資
料
は
文
字
資
料
と
美
術
考
古
資
料
に
大
別
で
き
、
本
研
究
は
現

在
主
に
文
字
資
料
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。
敦
燈
の
石
室
か
ら
発
見
さ
れ

た
「
敦
健
資
料
」
、
及
ぴ
ト
ル
フ
ァ
ン
・
ク
チ
ャ
と
い
っ
た
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
沙
漠
周
辺
の
オ
ア
シ
ス
都
市
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
出
土
資
料
」
が
主
た
る
研
究
対
象
で
あ
る
。
文
字
・
言
語
・
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
、
断
片
で
あ
る
た
め
に
解
読
・
同
定
作
業
は
か
な
り
の
人

員
・
時
間
を
要
す
る
。

龍
谷
大
学
所
蔵
の
大
谷
資
料
に
つ
い
て
は
研
究
が
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て

き
た
〔
研
究
成
果
参
照
〕
。
当
面
の
目
的
は
従
来
の
人
文
学
的
手
法
に
加

え
て
、
科
学
分
析
調
査
を
行
な
い
、
資
料
保
存
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
デ
1

向、



用 1

タ
化
す
る
作
業
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
大
谷
資
料
は
現
在
、
日
本
・
中

国
・
韓
国
に
分
散
さ
れ
て
お
り
、
研
究
困
難
な
状
況
が
長
ら
く
続
い
て
い

た
が
、
大
谷
探
検
隊
及
ぴ
西
域
に
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
各
研
究
機
関

の
門
戸
が
徐
々
に
聞
か
れ
て
き
た
。
中
国
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷
資
料

に
つ
い
て
は
、
二

O
O
二
年
よ
り
旅
順
博
物
館
と
の
共
同
研
究
が
開
始
さ

れ
、
二
六
、

O
O
O点
に
も
及
ぶ
漢
文
仏
典
断
片
の
同
定
作
業
が
日
中
双

方
で
遂
行
さ
れ
た
。
今
後
も
研
究
の
深
化
を
計
り
な
が
ら
、
当
該
資
料
と

姉
妹
関
係
に
あ
る
ド
イ
ツ
所
蔵
の
漢
文
・
非
漢
文
資
料
も
継
続
し
て
探
査

し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
敦
慢
出
土

の
大
谷
資
料
も
調
査
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

西
域
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
名
称
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
イ
ン
ド

と
中
国
の
通
路
と
し
て
の
価
値
を
付
さ
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
の
進
展
に

よ
り
西
域
に
は
独
自
の
仏
教
文
化
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
文
字
資
料
に
加
え
て
、
今
後
は
旅
順
博
物
館
・
韓
国
国
立
中
央

博
物
館
・
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
美
術
考
古
資
料
に
も
目

を
向
け
、
最
終
的
に
は
大
谷
資
料
を
全
点
カ
タ
ロ
グ
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
入

力
し
て
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

1
・
龍
谷
大
学
所
蔵
大
谷
探
検
隊
資
料
の
内
容
解
読

2
・
龍
谷
大
学
所
蔵
大
谷
探
検
隊
資
料
の
科
学
的
調
査
及
び
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
化

3
.
旅
順
博
物
館
所
蔵
の
大
谷
探
検
隊
資
料
の
内
容
解
読
と
研
究
者
交
流

4
・
ド
イ
ツ
探
検
隊
収
集
仏
典
断
片
の
内
容
解
読

5
.
北
京
図
書
館
所
蔵
大
谷
探
検
隊
資
料
の
調
査
と
研
究
者
交
流

6
.
龍
谷
大
学
所
蔵
大
谷
探
検
隊
資
料
(
探
検
日
記
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
等
)

の
整
備
、
研
究

7
.
大
連
図
書
館
所
蔵
大
谷
光
瑞
関
連
資
料
の
研
究

8
.
仏
教
初
伝
南
方
ル

l
ト
調
査
研
究

9
.

西
域
仏
教
遺
跡
の
調
査
研
究
(
ペ
ゼ
ク
リ
ク
石
倉
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

仏
教
遺
跡
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
仏
教
遺
跡
)

2
、
大
正
新
修
大
蔵
経
の
増
補
・
改
訂
に
関
す
る
研
究

主
任
・
浅
田
正
博
研
究
員
五
名

(
研
究
の
目
的
)
本
研
究
会
は
大
正
新
情
大
蔵
経
の
婚
補
・
改
訂
を
目
的
と
し
て
い
る
。

(
研
究
計
画
)

爪
大
正
新
傭
大
蔵
経
に
未
収
録
の
貴
重
書
籍
や
江
戸
時
代
に
著
さ
れ
て
各
宗

教
義
の
研
鍵
に
有
用
な
注
釈
書
類
な
ど
を
翻
刻
発
刊
し
、
仏
教
界
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

本
研
究
会
は
龍
谷
・
大
谷
・
高
野
山
・
駒
樺
・
大
正
・
立
正
の
仏
教
系

六
大
学
に
よ
る
共
同
研
究
を
昭
和
三
十
三
年
よ
り
続
け
て
き
た
が
、
昨
年

度
よ
り
そ
の
連
携
を
解
消
し
た
。
そ
れ
は
各
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
仏
教
関
係
図
書
の
調
査
を
別
個
に
始
め
る
た
め
で
、
本
学
と
し
て
も

仏
教
学
研
究
室
と
協
力
し
な
が
ら
独
自
に
長
期
的
な
研
究
を
進
め
つ
つ
あ

る
。
昨
年
度
は
ま
ず
本
学
所
蔵
の
貴
重
書
籍
の
調
査
か
ら
始
め
て
お
り
、

し
ば
ら
く
は
そ
の
継
続
上
に
運
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

3
、
仏
教
経
典
の
翻
訳
と
研
究

主
任
・
武
田
龍
精
研
究
員
四
二
名

(
研
究
の
目
的
)
川
研
究
目
的
/
最
終
的
な
到
達
目
標

仏
典
翻
訳
研
究
会
の
主
要
な
る
研
究
目
的
は
、
浄
土
三
部
経
を
は
じ
め

漢
訳
仏
典
及
び
親
鷲
聖
人
さ
ら
に
覚
如
・
蓮
如
上
人
の
著
作
を
中
心
と
し

た
浄
土
真
宗
関
係
の
文
献
を
外
国
語
(
英
語
・
ド
イ
ツ
語
訳
・
フ
ラ
ン
ス

語
訳
な
ど
)
に
翻
訳
・
出
版
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
重
要
と
考

え
ら
れ
る
関
連
経
典
あ
る
い
は
論
釈
の
基
礎
文
献
に
関
し
て
も
出
来
る
限

り
翻
訳
す
る
こ
と
を
企
画
し
、
龍
谷
大
学
か
ら
世
界
へ
向
け
て
発
信
す
る

貴
重
な
情
報
の
一
興
を
担
う
こ
と
も
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
「
仏
典
翻
訳

部
」
と
い
う
名
称
を
も
っ
て
、
お
よ
そ
五
O
数
年
前
に
増
山
元
学
長
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
意
趣
の
ひ
と
つ
と
し
て
彊
わ
れ
て
い
た
海
土
真
宗
の
海

外
伝
道
の
た
め
に
、
教
義
学
的
翻
訳
と
同
時
に
平
易
な
る
伝
道
書
関
係
の

翻
訳
も
重
要
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り
仏
教
文
化

研
究
所
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
、

「
仏
典
翻
訳
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
な
ら
ん
で
、
浄
土
真
宗
の
国
際
伝
道
を

学
術
的
に
研
究
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
真
宗
国
際
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
」

(
仮
)
を
付
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

ω
研
究
期
間
内
の
発
表
目
標

『
無
量
寿
経
』
に
関
し
て
は
、
二

O
O
七
年
度
発
表
(
英
訳
『
大
無
量

寿
経
四
十
八
頗
文
』
)
に
つ
づ
い
て
継
続
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、

共
同
研
究
者
に
よ
り
細
部
の
調
査
・
原
稿
作
成
・
英
訳
に
取
り
掛
か
っ
て

(
研
究
計
画
)

-ll-



(
研
究
計
画
)

お
り
、
さ
ら
に
続
編
と
し
て
一
部
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
『
往
生
論

註
』
の
英
訳
に
つ
い
て
は
、
二

O
O七
年
度
で
は
上
巻
の
英
訳
を
発
表
し

た
の
で
、
本
年
度
で
は
ひ
き
つ
づ
い
て
下
巻
の
発
表
を
目
標
と
し
て
い
る
。

『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
の
英
訳
に
関
し
て
は
、
偶
頒
部
分
の
発
表
を
目
指

し
た
が
、
二

O
O七
年
度
で
は
現
代
語
の
翻
訳
作
業
に
予
想
以
上
の
時
間

を
費
や
し
、
そ
の
成
果
の
一
部
し
か
発
表
で
き
な
か
っ
た
。
本
年
度
に
は

英
訳
『
婦
三
宝
偽
』
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
『
八
宗
綱
要
』
に
つ
い

て
は
、
二

O
O七
年
度
で
は
第
一
章
「
倶
舎
宗
」
す
べ
て
が
仏
典
翻
訳
研

究
会
の
審
議
に
か
け
ら
れ
綾
密
に
検
討
さ
れ
た
。
英
訳
「
倶
舎
宗
」
が
発

表
さ
れ
た
。
本
年
度
は
そ
の
自
ロ

o
g
Eロ
作
成
の
た
め
の
研
究
に
担
当
班

は
専
念
す
る
。
覚
如
撰
述
『
口
伝
紗
』
の
英
訳
原
稿
が
昨
年
度
仏
典
翻
訳

研
究
会
に
討
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
『
八
宗
綱
要
』
「
倶
舎
宗
」
の

審
議
に
よ
り
果
た
せ
な
か
っ
た
。
本
年
度
は
必
ず
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。

ニ
O
O七
年
度
は
同
2
F冨
訪
問
曲
目
同
ロ
ミ
ロ
問
。
品
目
回
目
の
り
出
〉
河
冨
〉
寸
〉
戸
開

ω開
何
回

ω
g
E
-
U
F
R自
由
。

E
R
Rを
出
版
し
た
が
、
本
年
度
は

HN2・

U
2
5
E
B
o
g
(回
ω教
授
)
の
説
法
集
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
。

1
.
『
阿
弥
陀
経
』
(
二
種
の
漢
訳
)
の
英
訳
鳩
摩
羅
什
訳
と
玄
英
訳
を
共

に
英
訳
原
稿
を
諮
問
委
員
会
に
諮
り
、
審
議
結
果
を
反
映
し
た
原
稿
フ
ァ

イ
ル
も
作
成
済
み
で
あ
り
、
現
在
最
終
的
に
自
ロ

og民
自
等
の
精
査
と
作

成。2
.
『
無
量
寿
経
』
の
英
訳
燥
僧
鎧
訳
と
言
わ
れ
て
い
る
漢
訳
本
の
英
訳

原
稿
は
す
で
に
諮
問
委
員
会
に
掛
け
ら
れ
討
議
済
み
。
現
在
、
担
当
者

に
よ
り
細
部
の
調
査
・
原
稿
作
成
・
英
訳
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

3
.
『
往
生
論
註
』
の
英
訳
口
上
下
二
巻
の
英
訳
原
稿
は
既
に
諮
問
委
員
会

に
も
討
議
完
了
し
て
お
り
、
現
在
用
語
説
明
等
の
脚
注
作
成
に
取
り
掛

か
る
。

4
.
『
人
宗
綱
要
』
の
英
訳
口
昨
年
度
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
企
画
で

あ
り
、
現
在
諮
問
委
員
会
で
審
議
中
で
あ
る
。
本
文
献
も
難
解
な
テ
キ

ス
ト
で
あ
り
、
相
当
の
時
闘
を
要
す
る
。

5
.
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
の
英
訳
υ

二
O
O六
年
度
よ
り
中
国
浄
土
教
研

究
会
を
立
ち
上
げ
、
大
学
院
ゼ
ミ
生
を
中
心
に
英
訳
原
稿
作
成
の
為
の

研
究
を
進
め
て
い
る
。

爪

6
.
覚
如
撰
述
『
口
伝
紗
』
の
英
訳
日
原
稿
は
す
で
に
横
山
ウ
ェ
イ
ン
氏
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

7
.
U
E
S
B
H，白
-wω
四
円
円
叩
聞
の
出
版
一
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
海
外
開
教
区
で
永
年
に
わ
た
っ
て
開
教
に
従
事
し
て
き
た
閲
教

使
諸
師
の
執
筆
に
よ
る
説
法
集
で
あ
る
。
そ
の
出
版
は
各
方
面
か
ら
待

望
さ
れ
て
い
た
。

E

個
人
研
究

1
、
仏
教
と
推
意
に
つ
い
て
日
関
係
性
理
論
か
ら
の
分
析

東

森

勲

(
研
究
の
目
的
)

従
来
の
仏
教
や
宗
教
の
中
で
は
、
禅
問
答
の
よ
う
に
、
理
解
の
過
程
に

お
け
る
推
論
、
推
意
が
問
題
と
な
る
現
象
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
認
知
器
開

用
論
か
ら
解
明
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

関
連
性
に
お
け
る
研
究
で
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
一

ω
禅
問
答
な
ど
と
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
推
意
の
違
い

と
は
な
に
か
?

削
推
意
計
算
に
お
い
て
聞
き
手
は
仏
教
的
知
識
(
』
自
注
目
門
田
芯
品

同明白ロ
But-Oロ
)
を
想
定
と
し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
?

削
処
理
労
力
と
そ
の
認
知
効
果
は
禅
問
答
と
か
親
鴛
の
お
し
え
で
は

ど
の
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
る
の
か
?

仏
教
と
推
意
関
係
の
書
物
(
禅
問
答
の
本
な
ど
)
と
関
連
性
理
論
と
推

移
関
係
の
書
物
を
購
入
し
、
関
連
し
た
、
最
新
の
英
米
及
ぴ
、
日
本
の
論

文
を
読
ん
で
、
圏
内
の
学
会
出
張
(
情
報
処
理
学
会
な
ど
)
に
よ
り
、
最

新
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
論
文
を
作
成
す
る

2
、
寺
社
に
お
け
る
「
対
話
」
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
仮
説
生
成
研
究

吉

川

悟

(
研
究
の
目
的
)

(
研
究
計
画
)

-12-

本
研
究
の
目
的
は
、
寺
社
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
与
し
て
い
る
人
の
中

で
の
「
対
話
」
に
様
身
に
存
在
し
て
い
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
「
心
理

的
援
助
」
の
側
面
の
存
在
を
明
確
に
し
、
そ
の
よ
り
効
果
的
な
実
践
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
の
仮
説
生
成
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
心
理
的
逸
脱
な
ど
の
た
め
、
「
心
理
相
談
」
と
し
て
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
臨
床
心
理
学
的
援
助
に
注
目
さ

F鵬、



(
研
究
計
画
)

河内

れ
て
い
る
が
、
仏
教
文
化
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
心
理
的
援
助

や
日
常
的
な
悩
み
相
談
を
含
め
た
社
会
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
提
供
は
、
寺

社
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
波
及
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
近
親
者
の
死
去
に
伴
う
喪
の
儀
式
な
ど
で
は
、
「
必
然
的
な
抑

う
つ
感
が
あ
る
こ
と
」
は
、
臨
床
心
理
学
視
点
で
な
く
と
も
社
会
的
知
識

と
し
て
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
の
援
助
に
は
、
日
常
的
に
檀
家
等
と
の
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
る
僧
侶

が
適
切
な
指
針
を
示
せ
る
こ
と
の
可
能
性
は
大
き
く
、
結
果
的
に
「
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」
や
「
心
理
相
談
」
と
い
う
特
別
に
改
ま
っ
た
形
式
の
相
談

に
よ
ら
な
い
「
臨
床
心
理
学
的
効
果
」
を
生
む
こ
と
の
可
能
性
が
あ
る

「
対
話
」
が
構
成
で
き
る
と
考
え
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
ま
ず
寺
社
を
と
り
ま
く
環
境
的
側
面
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
再
考
し
、
現
状
に
お
い
て
一
般
的
な
僧
侶
が
ど
の
よ
う
な
治
療

的
・
援
助
的
相
互
作
用
を
生
み
出
す
に
至
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
探
索

的
調
査
研
究
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
探
索
的
調
査
研
究
か
ら
、
寺
社
に
お
い

て
な
さ
れ
る
対
話
的
側
面
を
多
様
に
捉
え
、
檀
家
や
訪
問
者
と
の
聞
で
な

さ
れ
て
い
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
効
果
の
あ
る
相
互
作
用
に
つ
い
て
検
討

し
、
「
心
理
的
援
助
」
の
よ
り
効
果
的
な
実
践
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
仮
説

生
成
を
行
、
っ
。

本
研
究
は
、
寺
社
で
の
初
期
段
階
で
の
「
臨
床
心
理
学
的
な
援
助
」
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
グ
ラ
ウ
ン
デ
ツ
ド
セ
オ
リ
ー
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の

初
期
研
究
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
寺
社
に
対
す
る
実
態
調
査
を
行
、
っ
。
そ
の
調

査
結
果
か
ら
、
寺
社
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
臨
床
的
有
用
性
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
対
話
」
形
式
で
の
相
互
作
用
を
多
様
に
取
り
上

げ
、
探
索
的
に
そ
の
中
か
ら
効
果
因
子
を
選
択
し
、
寺
社
コ
ン
テ
ク
ス
ト

に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
・
の
中
で
有
効
性
を
生
み
出
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
相
互
作
用
を
中
心
に
仮
説
生
成
の
可
能
な
側
面
に

関
す
る
面
接
調
査
を
行
、
っ
。

具
体
的
に
は
、

川
寺
社
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
一
数
件
の
寺
社
に
赴
き
、
寺

社
内
に
ど
の
よ
う
な
「
臨
床
心
理
学
的
援
助
」
の
要
素
が
存
在
す
る

爪か
を
調
査
す
る
。
(
輪
島
、
小
浜
の
計
二
件
の
寺
社
に
て
予
定
)

同
調
査
結
果
か
ら
探
索
的
に
効
果
因
子
抽
出
し
、
様
キ
な
対
話
の
中

か
ら
「
臨
床
的
有
用
性
の
あ
る
要
素
」
と
し
て
重
要
な
も
の
を
選
択

し
、
以
下
の
削
で
扱
う
焦
点
を
絞
る
。

同
決
定
し
た
要
素
・
相
互
作
用
の
場
面
を
選
択
し
、
質
問
紙
調
査
と

面
接
調
査
を
行
う
。
(
広
島
、
小
浜
二
件
の
計
三
件
の
寺
社
に
て
予

{
疋
)

川
調
査
結
果
の
分
析
一
上
記
の
調
査
結
果
を
分
析
し
、
仮
説
生
成
を

行
う
。

3
、
ωz-Z
回

cooz-ω
玄

Z-ω
↓。刀〈

ゲ
イ
レ
ン
・
ア
ム
ス
タ
ツ
ツ

。
平
成
二
十
年
度

兼
任
・
客
員
研
究
員

〈
新
規
〉
〈
〉
(
順
不
同
)

大
取
班

大
取
一
馬
(
本
学
文
学
部
教
授
)

日
下
幸
男
(
本
学
文
学
部
教
授
)

楠
淳
鐙
(
本
学
文
学
部
教
授
)

玉
木
奥
慈
(
本
学
短
期
大
学
部
准
教
授
)

岡
村
喜
史
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

和
田
恭
幸
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

鈴
木
徳
男
(
相
愛
大
学
教
授
)

安
井
重
雄
(
兵
庫
大
学
准
教
授
)

万
波
寿
子
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

浜
畑
圭
五
ロ
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

小
林
強
(
武
庫
川
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
)

閥
根
真
隆
(
元
本
学
兼
任
講
師
)

新
倉
和
文
(
本
所
客
員
研
究
員
)

後
島
康
夫
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

岩
井
宏
子
(
元
神
戸
薬
大
非
常
勤
講
師
)

加
美
宏
(
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
)

三
輪
正
胤
(
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
)

下
商
忠
(
高
野
山
大
学
教
授
)

小
山
順
子
(
天
理
大
学
准
教
授
)

三
浦
俊
介
(
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
)

高
畠
望
(
元
関
西
大
倉
高
校
教
諭
)

斎
藤
勝
(
元
本
学
非
常
勤
講
師
)

寺
尾
卓
之
(
丹
波
桜
梅
学
閤
指
導
員
)

近
藤
香
(
本
所
客
員
研
究
員
)

日
比
野
浩
信
(
愛
知
大
学
短
大
部
非
常
勤
講
師
)

西
山
美
香
(
花
園
大
学
非
常
勤
講
師
)

内
田
誠
一
(
安
田
女
子
大
学
准
教
授
)

酒
主
真
希
(
冷
泉
院
副
住
職
)

=
一
ツ
石
友
昭
(
箕
面
学
園
高
校
教
諭
)

原
因
信
之
(
新
見
公
立
短
期
大
学
准
教
授
)

中
村
元
(
元
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
員
)

田
村
正
彦
(
元
い
わ
き
秀
英
高
校
教
諭
)

友
久
班

友
久
久
雄
(
本
学
文
学
部
教
授
)

林
智
康
(
本
学
文
学
部
教
授
)
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海
谷
則
之
(
本
学
文
学
部
教
授
)

古
川
悟
(
本
学
文
学
部
教
授
)

滋
野
井
一
博
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

原
田
哲
了
(
本
学
文
学
部
講
師
)

吾
勝
常
行
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

高
木
宣
秀
(
本
学
文
学
研
究
科
研
究
生
)

打
本
未
来
(
本
学
文
学
研
究
科
研
究
生
)

李
光
溶
(
車
丙
心
理
学
研
究
所
所
長
)

高
山
秀
閥
会
一
松
学
舎
大
学
非
常
勤
講
師
)

長
谷
川
班

長
谷
川
岳
史
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

龍
口
明
生
(
本
学
文
学
部
教
授
)

長
崎
陽
子
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

岡
本
健
資
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

殿
内
班

殿
内
恒
(
本
学
社
会
学
部
准
教
授
)

井
上
善
幸
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

姻
祐
彰
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

那
須
良
彦
(
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
)

藤
田
真
証
(
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
)

落
合
班

落
合
雄
彦
(
本
学
法
学
部
教
授
)

鍋
島
直
樹
(
本
学
法
学
部
教
授
)

近
藤
秀
俊
(
関
西
外
国
語
大
学
特
任
准
教
授
)

小
泉
真
理
(
清
泉
女
学
院
大
学
准
教
授
)

石
井
美
保
(
一
橋
大
学
講
師
)

大
田
班

原
因
哲
了
(
本
学
文
学
部
講
師
)

桂
班

康
夫
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

祥
道
(
元
本
学
非
常
勤
講
師
)

俊
英
(
筑
紫
女
学
聞
大
学
非
常
勤
講
師
)

毛 藤後
利回藤

那
須
円
照
(
本
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
)

神
子
上
恵
生
(
本
学
名
誉
教
授
)

五
島
清
隆
(
悌
教
大
学
・
同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師
)

岩
本
明
美
(
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
)

赤
松
班

赤
松
徹
真
(
本
学
文
学
部
教
授
)

中
川
修
(
本
学
文
学
部
教
授
)

藤
原
正
信
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

藤
村
研
之
(
本
学
文
学
部
准
教
授
)

下
問
一
頼
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

山
下
立
(
安
土
博
物
館
学
芸
員
)

大
河
内
智
之
(
和
歌
山
県
立
博
物
館
学
芸
員
)

中
野
聡
(
兵
庫
大
学
非
常
勤
講
師
)

潰
口
芳
郎
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

入
閣
陣
班

都
築
晶
子
(
本
学
文
学
部
教
授
)

若
原
雄
昭
(
本
学
理
工
学
部
教
授
)

村
岡
倫
(
本
学
文
学
部
教
授
)

イ
ム
レ
・
ガ
ラ
ン
ボ
ス
(
大
英
図
書
館
)

岩
井
俊
平
(
本
学
非
常
勤
)

武
田
班

藤
能
成
(
九
州
龍
谷
短
期
大
学
教
授
)

ジ
エ
フ
ェ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
(
元
ノ
l
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
大
学
講
師
)

ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ァ
ッ
サ
ン
(
東
京
大
学
大
学
院
)

リ
チ
ャ

I
ド
・
ジ
ャ
フ
ィ

l
(
デ
ュ

l
ク
大
学

教
授
)

へ
ン
リ
I
・
ア
ダ
ム
ス
(
中
央
仏
教
学
院
)

個
人
研
究

東
森
勲
(
本
学
文
学
部
教
授
)

吉
川
悟
(
本
学
文
学
部
教
授
)

土
屋
和
三
(
本
学
文
学
部
教
授
)

ゲ
イ
レ
ン
・
ア
ム
ス
タ
ッ
ツ
(
本
学
客
員
教
授
)

ニ
O
O八
年
度
龍
谷
大
学
沼
田
奨
学
金
研
究
奨

学
金
受
給
者
及
び
外
国
人
客
員
研
究
員

氏
名
ク
ラ
ウ
ス
・
グ
ラ
ス
ホ
フ
氏
(
ド

イ
ツ
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
名
誉
教

授
)

研
究
課
題
仏
教
論
理
学
の
形
式
化
・
記
号
化

の
諸
問
題

指
導
教
授
桂
紹
隆
文
学
部
教
授

研
究
期
間
二

O
O八
年
四
月
一
日
1
二
0
0

八
年
七
月
三
十
一
日

氏

名

金

才

権

氏

(

韓

国

)

研
究
課
題
『
中
辺
分
別
論
」
に
お
け
る
三
性

説
の
構
造
お
よ
び
そ
の
思
想
史
的

意
義

指
導
教
授
若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

研
究
期
間
二

O
O
八
年
四
月
一
日

1
二
0
0

八
年
九
月
三
十
日

名
ゲ
イ
レ
ン
・
ア
ム
ス
タ
ッ
ツ
氏

(
ア
メ
リ
カ
本
学
客
員
教
授
)

ω
Eロ
回
E
R注
目
此
回
同
呂
田
仲

oq

赤
松
徹
真
文
学
部
教
授

二
O
O
八
年
四
月
一
日
1
二
0
0

九
年
三
月
三
十
一
日

黄
鐸
勅
氏
(
台
湾
法
鼓
悌
教
研

修
学
院
助
教
授
)

、H
，F
m
ω
一
戸
』
品
可
口
同
伴
}
戸
内

N
ロ
己
口
問

ω医
可
口
同
ロ
(
祖
庭
事
苑
の
研
究
)

桂
紹
隆
文
学
部
教
授

二
O
O
八
年
九
月
一
日
i
二
0
0

九
年
六
月
三
十
日

ア
ヌ
チ
ン
・
マ
ル
マ
氏
(
パ
ン

氏研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏

名

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間

氏

名

〆閥、

ダ
ツ
カ
大
学
研
究

研
究
課
題

グ
ラ
デ
シ
ユ

員
)

日
本
に
お
け
る
大
乗
仏
教
の
存
在

形
態
|
ケ
l
ス
・
ス
タ
デ
ィ
|

若
原
雄
昭
理
工
学
部
教
授

二
O
O
八
年
九
月
一
日
1
二
0
0

九
年
八
月
三
十
日

肖
平
氏
(
中
国
中
山
大
学
論
理

学
及
び
認
知
理
論
研
究
所
教
授
)

日
本
に
お
け
る
因
明
学
の
展
開
と

発
展
|
研
学
と
竪
義
を
中
心
に
|

桂
紹
隆
文
学
部
教
授

二
O
O
八
年
九
月
一
日
1
二
O
O

九
年
二
月
二
十
八
日

指
導
教
授

研
究
期
間

氏

名

研
究
課
題

指
導
教
授

研
究
期
間。

研
究
所
日
誌
〈
〉

ー
平
成
十
九
年
度
(
後
期
)

十
二
月
十
二
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
1

午
後
四
時
三
十
分

第
七
回
研
究
談
話
会
(
レ
ッ
プ
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
袋
二
階
大
会
議
室

講
題
「
伝
道
・
説
法
に
お
け
る
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
の
要
素
」

講
師
深
川
宣
暢
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

講
題
「
宗
教
教
育
と
対
話
的
原
理
」

講
師
海
谷
則
之
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

講
題
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
真
宗
」

講
師
友
久
久
雄
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時
三
十
分
i

第
八
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

講
題
神
仏
留
合
の
価
値
化
と
そ
の
歴
史
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講
師
中
川
修
氏
(
本
学
文
学
部
教
授
)

十
二
月
十
八
日
(
火
)
午
後
一
時
十
五
分
j

午
後
二
時
四
十
五
分

第
七
十
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル

講
題
大
衆
教
化
の
思
想
の
底
に
流
れ
る

も
の
|
元
晩
、
親
驚
、
蓮
如
、
そ

し
て
パ
ウ
ロ

l

講
師
藤
能
成
氏
(
九
州
龍
谷
短
期
大
学

教
授
)

一
月
九
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分
1

午
後
一
時
三
十
分

第
九
回
運
営
会
議
開
催

1
・
二

O
O
八
年
度
専
任
研
究
員
の
任
用
に

つ
い
て

該
当
者
な
し
。

2

二

O
O
八
年
度
運
営
体
制
に
つ
い
て

従
来
ど
お
り
選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3

二
O
O
八
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
ぴ
外
国
人
客
員

研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

ア
ヌ
チ
ン
・
マ
ル
マ
氏
(
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
)
、
肖
平
氏
(
中
国
)
、
握
桐
淘
氏

(
韓
国
)
が
推
薦
、
任
用
さ
れ
た
。

4
.
二
O
O
七
年
度
客
員
研
究
員
の
学
外
助

成
申
請
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

5
.
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
図
書
費
予
算
に

つ
い
て

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

6
・
研
究
叢
書
の
配
布
方
法
に
つ
い
て

文
学
部
・
短
期
大
学
部
以
外
の
教
員
へ

州 1は
、
編
著
者
か
ら
の
献
本
リ
ス
ト
に
基
づ

い
て
配
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
月
十
七
日
(
木
)
午
後
三
時
1

第
九
回
研
究
談
話
会
(
桂
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

議
題
能
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
議
陀
報

膝
』
に
つ
い
て

講
師
道
元
徹
心
氏
(
本
学
文
学
部
准
教

授
)

講
題
旅
順
博
物
館
所
蔵
仏
典
写
本
の
概

要

講
師
三
谷
真
澄
氏
(
本
学
国
際
文
化
学

部
准
教
授
)

講
題
『
探
玄
記
肝
要
抄
』
に
つ
い
て

講
師
藤
丸
要
氏
(
本
学
経
済
学
部
准
教

授
)

二
月
三
十
日
(
水
)
午
前
十
一
時
1
午
後
十

二
時

第
十
回
運
営
会
議
開
催

1
.

二
O
O
八
年
度
運
営
体
制
・
運
営
会
議

構
成
員
に
つ
い
て

龍
口
明
生
文
学
部
教
授
が
次
期
所
長
に
選

出
さ
れ
た
。
運
営
会
議
構
成
貝
は
、
前
掲

の
と
お
り
選
出
さ
れ
た
。

2
.

二
O
O
八
年
度
兼
任
研
究
員
・
客
員
研

究
員
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

3
.
二
O
O
七
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
年
次
経
過
報
告
書
の
評
価
方
法
に
つ
い

て審
査
要
項
と
審
査
票
に
つ
い
て
一
部
修
正

の
う
え
承
認
さ
れ
た
。

〆総1

4
.
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
つ
い
て

今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

二
月
二
十
一
日
(
木
)
午
後
五
時
三
十
分
1

第
十
回
研
究
談
話
会
(
林
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
費
三
階
小
会
議
室

講
題
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
悪
人
正
機
」

理
解特

に
円
智
、
寿
国
に
お
け
る

『
歎
異
抄
』
第
三
章
の
解
釈
を
中

心
に
|

講
師
松
尾
得
晃
氏
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

三
月
十
四
日
(
金
)
午
後
三
時
1

第
十
一
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

講
題
紀
伊
国
・
日
光
社
参
詣
受
茶
羅
の

基
礎
的
考
察

大
河
内
智
之
氏
(
和
歌
山
県
立
博

物
館
学
芸
員
)

油
日
神
社
懸
仏
群
か
ら
う
か
が
う

太
子
信
仰
と
軍
神
信
仰

山
下
立
氏
(
滋
賀
県
立
安
土
城
考

古
博
物
館
学
芸
員
)

議

師

講

題

議

師

-
平
成
二
十
年
度
(
前
期
)
|

四
月
二
十
三
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

ー
午
後
一
時
三
十
分

第
一
回
運
営
会
議
開
催

1
.
二
O
O
人
年
度
研
究
体
制
・
役
員
に
つ

い
て

前
掲
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2
・
二

O
O
八
年
度
兼
任
・
客
員
研
究
員
の

追
加
・
取
消
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

3

二
O
O
八
年
度
研
究
所
予
算
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

4
・
二

O
O
八
年
度
研
究
談
話
会
開
催
に
つ

い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

5
.
二

O
O
八
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ

い
て

今
年
度
も
二
回
開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

6

二

O
O
八
年
度
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

(
新
設
)
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

7
.

二
O
O
七
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
年
次
経
過
報
告
書
に
つ
い
て

今
回
が
初
め
て
の
審
査
と
な
る
た
め
、
審

査
日
程
・
方
法
等
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ

れ
承
認
さ
れ
た
。

8
・
二

O
O
人
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
び
外
国
人
客
員

研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

金
才
権
氏
(
韓
国
)
が
推
薦
、
任
用
さ
れ

た
0

9
.
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
の
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

五
月
二
十
八
日
(
水
)
午
後
十
二
時
五
十
分

ー
午
後
一
時
三
十
分

第
二
回
運
営
会
議
開
催

1
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
年
次
経
過
報

告
書
審
査
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
特
別
指
定
研

民

υ
'
I
 



究
及
、
ひ
研
究
種
別
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

2
.
二
O
O
八
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
お
よ
び
外
国
人
客
員
研
究
員
任

用
予
定
者
の
取
り
消
し
に
つ
い
て

崖
桐
淘
氏
(
韓
国
)
の
辞
退
が
承
認
さ
れ

た。

3
・
二

O
O
八
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
(
延
長
)
お
よ
び
外
国

人
客
員
研
究
員
の
任
用
(
延
長
)
に
つ
い

てエ
リ
ザ
ベ
ツ
タ
・
ボ
ル
ク
氏
(
イ
タ
リ
ア
)

の
延
長
推
薦
が
承
認
さ
れ
た
。

4
・
二

O
O
八
年
度
仏
教
文
化
講
演
会
に
つ

い
て

真
宗
学
お
よ
び
仏
教
学
関
連
の
講
演
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

六
月
九
日
(
月
)
午
後
一
時
十
五
分
1
午
後

二
時
四
十
五
分

第
一
回
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー

会
場
大
官
学
舎
清
和
館
三
階
ホ

1
ル

講
題
ユ
ダ
ヤ
教
と
仏
教
|
ハ
シ
デ
イ
ズ

ム
の
物
語
と
禅
の
公
案
|

講
師
ヨ
ア
ブ
・
エ
ル
ス
テ
イ
ン
氏
(
バ

ル
イ
ラ
ン
大
学
教
授
)

通
訳
小
久
保
乾
門
氏
(
大
阪
大
学
講
師
)

解
説
手
島
勲
失
氏
(
同
志
社
大
学
教
授
)

コ
メ
ン
テ
l
タ
高
田
信
良
氏
(
本
学
文
学

部
教
授
)

六
月
十
四
日
(
土
)
午
後
三
時
三
十
分

1
午

後
五
時
三
十
分

第
一
回
研
究
談
話
会
(
落
合
研
究
班
)

講会

深
草
学
舎
第
一
共
同
研
究
室

ア
フ
リ
カ
の
新
宗
教
運
動
を
考
え

題場

る

講
師
落
合
雄
彦
氏
(
本
学
法
学
部
教
授
)

七
月
十
六
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

1

午
後
一
時
四
十
五
分

第
三
回
運
営
会
議
開
催

1
・
二

O
O九
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募

集
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2
・
二

O
O九
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
び
外
国
人
客
員

研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

デ
ィ
リ
プ
・
ク
マ
ル
・
バ
ル
ア
氏
(
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
)
、
エ
ル
ダ
ル
・
キ
ユ
チ
ユ

キ
ユ
ヤ
ル
チ
ユ
ン
氏
(
ト
ル
コ
)
が
推
薦
、

任
用
さ
れ
た
。

3
・
特
別
指
定
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
代
表
者
の
意
見
聴
取
を
行
い
、
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

4

二
O
O
八
年
度
客
員
研
究
員
の
追
加
に

つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

5
・
創
立
コ
一
七

O
周
年
記
今
事
業
に
係
る
学

術
研
究
企
画
に
つ
い
て

応
募
を
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
月
二
十
九
日
(
火
)
午
後
六
時
j

第
二
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
西
饗
三
階
小
会
議
室

講
題
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
の
造
営
と

そ
の
本
尊
に
つ
い
て

中
野
聴
氏
(
本
学
客
員
研
究
員
)

講

自市
〆瀬弘

九
月
二
十
九
日
(
月
)
午
後
六
時
1

第
三
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

講
題
近
世
本
願
寺
教
聞
に
お
け
る
『
報

思
行
」
の
展
開

講
師
藤
村
研
之
氏
(
本
学
文
学
部
准
教

授
)

十
月
一
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

1
午

後
一
時
三
十
分

第
四
回
運
営
会
議
開
催

1
・
第
七
十
一
回
、
第
七
十
二
回
仏
教
文
化

講
演
会
に
つ
い
て

後
掲
の
と
お
り
開
催
が
承
認
さ
れ
た
。

2
.
仏
教
文
化
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

今
年
度
あ
と
二
回
開
催
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

3
.

二
O
O九
年
度
専
任
研
究
員
の
募
集
に

つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

応
募
締
切
日
・
・
十
月
二
十
四
日

4
.

二
O
O
九
年
度
出
版
助
成
(
善
本
叢

書
・
研
究
叢
書
)
の
募
集
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

応
募
締
切
日
・
・
十
月
二
十
四
日

十
月
十
五
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

1

午
後
一
時
三
十
分

第
五
回
運
営
会
議
開
催

1
.
二
O
O九
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

用
審
査
に
つ
い
て

共
同
研
究
へ
の
応
募
の
う
ち
二
件
を
指
定

研
究
と
個
人
研
究
に
研
究
種
別
を
変
え
て

採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
申
請
代
表
者
に

F顔、

確
認
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

申
議
代
表
者
に
対
し
、
採
否
結
果
と
と
も

に
評
価
平
均
点
と
コ
メ
ン
ト
を
通
知
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

2
.
二

O
O九
年
度
「
個
人
研
究
」
の
追
加

募
集
に
つ
い
て

ー
の
結
果
し
だ
い
で
追
加
募
集
の
有
無
を

決
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

十
月
二
十
七
日
(
月
)
午
後
六
時

1

第
閲
回
研
究
談
話
会
(
赤
松
研
究
班
)

会
場
大
宮
学
舎
本
館
一
階
応
接
室

議
題
武
将
の
神
格
化
と
新
た
な
彫
刻
の

誕
生

講
師
山
下
立
氏
(
安
土
城
考
古
博
物
館

学
芸
員
)

十
一
月
七
日
(
金
)
午
前
三
一
時

1
午
後
四
時

三
十
分

第
七
十
一
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル

講

題

我

が

師

の

恩

講
師
奥
田
聖
感
氏
(
四
天
王
寺
副
管
長
、

四
天
王
寺
大
学
名
誉
教
授
・
前
学

長
)

十
一
月
十
二
日
(
水
)
午
後
十
二
時
三
十
分

ー
午
後
一
時

第
六
回
運
営
会
議
開
催

1
.

二
O
O九
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採

用
審
査
結
果
お
よ
び
予
算
案
に
つ
い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

2

二
O
O九
年
度
専
任
研
究
員
に
つ
い
て

該
当
な
し
。

-16ー
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頁
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仏
教
文
化
研
究
所
規
程

面市U設設

改
正定立立

昭
和
三
六
年
四
月
一
日

昭
和
三
六
年
四
月
一
日

昭
和
六
三
年
二
一
月
一
日

平
成
四
年
一
月
一
六
日

平

成

六

年

六

月

九

日

平
成
一
一
年
二
月
二
五
日

平
成
一
三
年
九
月
二
七
日

平
成
一
四
年
五
月
一
六
日

平
成
一
五
年
五
月
一
五
日

平
成
一
九
年
七
月
五
日

H
H
H
 

第
一
章

総

第
一
条
こ
の
規
程
は
、
能
谷
大
学
学
則
第
七
O
条
に
定

め
る
仏
教
文
化
研
究
所
(
以
下
「
仏
文
研
」
と
い
う
。
)

に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
等
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
仏
文
研
は
、
興
合
大
学
大
宮
学
舎
内
に
置
く
。

第
三
条
仏
文
研
は
、
仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に

関
す
る
総
合
的
学
術
研
究
並
び
に
国
際
的
研
究
交
流

を
行
い
、
も
っ
て
学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
仏
文
研
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

次
の
事
業
を
行
う
。

ω
仏
教
文
化
及
び
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
研
究
・

調
査

ω
研
究
・
調
査
に
必
要
な
図
書
・
資
料
及
び
情
報
の

収
集
、
管
理

ω
紀
要
、
叢
書
、
所
報
等
研
究
成
果
の
刊
行

同
研
究
会
、
公
開
講
座
、
講
演
会
等
の
開
催

同
国
内
外
の
大
学
及
び
研
究
機
関
と
の
研
究
交
流

同
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業第

二
章

運

営

会

議

第
五
条
仏
文
研
に
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
・
決

定
す
る
た
め
、
仏
教
文
化
研
究
所
運
営
会
議
(
以
下

「
運
営
会
議
」
と
い
、
っ
。
)
を
置
く
。

二
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
運
営
会
議
に
お
い
て

決
定
す
る
。

川
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

ω
研
究
所
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

ω
指
定
研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
設
置
・
廃
止

に
関
す
る
こ
と
。

川
研
究
員
及
ぴ
委
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
関
す
る
こ

と。
伺
そ
の
他
仏
文
研
に
お
け
る
重
要
な
事
項

第
六
条
運
営
会
識
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
で
檎

成
す
る
。

周ヘ
川
所
長
及
び
副
所
長

同
文
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

同
短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
任
す
る
者

同
学
長
が
指
名
す
る
者

同
専
任
研
究
員

削
研
究
部
事
務
部
長

二
、
前
号
第
二
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
ぴ
第
五
号
に
よ

る
者
の
任
期
は
、
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を

妨
げ
な
い
。

第
七
条
運
営
会
議
は
、
所
長
が
必
要
と
認
め
る
都
度
招

集
し
、
所
長
は
会
議
の
議
長
と
な
る
。

第
八
条
逮
営
会
議
は
、
構
成
員
の
過
半
数
の
出
席
に
よ

り
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ

り
決
定
す
る
。

六
名

一名

若
干
名

第
三
章

組

織

第
九
条
仏
文
研
に
研
究
調
査
部
及
び
事
業
部
を
設
け
る
。

二
、
研
究
調
査
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち

、
研
究
及
び
調
査
並
び
に
各
指
定
研
究
及
び
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
推
進
・
調
整
に
関
す
る
事
業
を
分

担
す
る
。

三
、
事
業
部
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
、
資

料
の
収
集
・
整
理
及
び
研
究
成
果
の
公
刊
並
び
に
研

究
交
流
等
に
関
す
る
事
業
を
分
担
す
る
。

第一

O
条
仏
文
研
に
、
特
定
の
課
題
を
研
究
す
る
指
定

研
究
を
霞
く
。

第
二
条
仏
文
研
に
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
特

別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
ぴ
時
限
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
置
く
。

二
、
常
設
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川
真
宗
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

同
仏
教
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ω
仏
教
史
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
一
、
特
別
指
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る

D

川
西
域
文
化
研
究
会

ω
仏
典
翻
訳
研
究
会

同
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会

四
、
時
限
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
必
要
の
都
度
設
置
す

る。

第
一
二
条
仏
文
研
に
設
置
す
る
指
定
研
究
及
び
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
研
究
は
、
研
究
の
活
性
化
・
高
度
化
を
推
進

す
る
た
め
に
運
営
会
識
が
必
要
と
認
め
る
場
合
「
付

属
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
呼
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
付
属
研
究
セ
ン
タ
ー
の
選
営
等
に
つ
い
て
は
別
途
に

定
め
る
。

第
四
章

職

員

組

織

第
一
三
条
仏
文
研
に
、
所
長
及
び
副
所
長
各
一
名
を
置

ノ、、。

周ヘ

二
、
所
長
は
、
仏
文
研
の
業
務
を
統
括
し
、
仏
文
研
を
代

表
す
る
。

三
、
副
所
長
は
、
所
長
を
補
佐
し
、
所
長
事
故
あ
る
時
は

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

四
、
所
長
及
ぴ
刷
所
長
は
、
運
営
会
議
の
推
薦
す
る
者
に

対
し
て
、
学
長
が
任
命
す
る
。

五
、
所
長
及
び
副
所
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
一
四
条
第
九
条
に
定
め
る
部
に
、
主
任
一
名
を
置
く
。

二
、
主
任
は
、
各
部
の
業
務
を
調
整
処
理
す
る
。

三
一
、
主
任
は
、
本
学
(
短
期
大
学
部
を
含
む
。
以
下
、
同

じ
。
)
の
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会
議
に
お

い
て
選
任
す
る
。

第
一
五
条
第
一
一
条
に
定
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
査
一
名
を
置
く
。

二
、
主
査
は
、
当
該
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
し
、
そ

の
活
動
を
調
整
推
進
す
る
。

コ
ゴ
主
査
は
、
本
学
専
任
教
育
職
員
の
内
か
ら
、
運
営
会

議
に
お
い
て
選
任
す
る
。

第
一
六
条
運
営
会
議
の
決
定
事
項
の
執
行
及
び
委
任
事

項
の
処
理
並
び
に
日
常
業
務
の
連
絡
・
関
整
を
図
る

た
め
、
所
長
の
も
と
に
常
任
委
員
会
を
置
く
。

二
、
常
任
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
者
で
構
成
す
る
。

川
所
長
及
び
副
所
長

川
第
一
四
条
に
定
め
る
主
任

ω
運
営
会
議
が
選
任
す
る
者
若
干
名

川
仏
文
研
課
長

三
、
常
任
委
員
会
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
主
査
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

研

員

究

第
一
七
条
仏
文
研
に
、
次
に
掲
げ
る
研
究
員
を
置
く
。

川
専
任
研
究
員

削
兼
任
研
究
員

ω
客
員
研
究
員

削
嘱
託
研
究
員

第
一
八
条
専
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
に
所
属
す
る
専
任

教
育
職
員
で
、
専
ら
研
究
・
調
査
に
従
事
す
る
者
を

い、っ。

二
、
専
任
研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
一
九
条
兼
任
研
究
員
は
、
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す

る
本
学
の
専
任
教
職
員
を
い
う
。

二
、
兼
任
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
学
長

が
委
嘱
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
候
補
者
が
専
任
教
育

職
員
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
候
補
者
の
所
属
す
る
教

授
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

一
二
、
専
任
教
職
員
は
所
長
に
対
し
て
、
兼
任
研
究
員
と
な

る
こ
と
を
願
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

四
、
兼
任
研
究
員
の
任
期
は
、
一
年
間
又
は
二
年
間
と
す

る。た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
二

O
条
客
員
研
究
員
は
、
学
外
の
研
究
者
で
そ
の
身

分
の
ま
ま
一
定
期
間
仏
文
研
に
所
属
し
て
、
研
究
・

調
査
活
動
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

二
、
客
員
研
究
員
は
、
所
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
運
営

会
議
の
承
認
を
経
て
、
学
長
が
委
嘱
す
る
。

第
三
一
条
嘱
託
研
究
員
は
、
前
三
条
に
規
定
す
る
以
外

の
者
で
仏
文
研
の
活
動
に
参
加
す
る
者
を
い
う
。

二
、
嘱
託
研
究
員
の
任
用
は
、
前
条
第
二
項
の
規
稜
を
単

用
す
る
。

第
二
二
条
仏
文
研
は
、
受
託
研
究
員
を
受
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

二
、
受
託
研
究
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第
六
章

補

員U

第
=
=
一
条
仏
文
研
に
、
仏
文
研
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
仏
文
研
事
務
室
を
置
く
。

二
、
仏
文
研
事
務
室
に
、
必
要
な
事
務
職
員
を
置
く
。

第
二
四
条
こ
の
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
は
、
運
営
会
議

の
発
識
に
よ
り
大
学
評
議
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

f
u
 

b
h
l

開只

一
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

二
、
こ
の
規
程
の
培
行
に
伴
内
従
前
の
仏
教
文
化
研
究

所
規
程
(
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
施
行
)
は
、
廃
止

す
る
。

=
一
、
こ
の
規
程
施
行
当
初
の
所
長
は
、
第
一
二
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
よ
る
所
長
が
あ
た
る

も
の
と
し
、
運
営
会
議
は
、
第
六
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
従
前
の
規
定
に
よ
る
協
議
委
員
を
以
て
構
成

す
る
も
の
と
す
る
。

付
則
(
平
成
四
年
一
月
一
六
日
題
名
、
第
一
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
四
年
一
月
一
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
六
年
六
月
九
日
第
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
二
年
二
月
二
五
日
第
二
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
抄
)
(
平
成
二
二
年
九
月
二
七
日
第
六
条
改

正
)

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る。付
則
(
平
成
一
四
年
五
月
一
六
日
第
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

付
則
(
平
成
一
五
年
五
月
一
五
日
第
一
五
条
改
正
)

一
、
こ
の
規
程
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る。
二
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
伴
い
、
現
に
、
仏
教
文
化
研
究

所
事
務
室
事
務
長
に
あ
る
者
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る

課
長
と
み
な
す
。

付
則
(
平
成
一
九
年
七
月
五
日
第
一
一
一
条
新
設
、
第

一
三
条
以
下
繰
下
、
第
一
六
条
改
正
)

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
九
年
七
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

勾
4

唱
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(
、
時
頁
よ
り
)

3
.

三
O
O
九
年
度
出
版
助
成
(
善
本
叢

書
・
研
究
叢
書
)
の
予
算
案
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

(
一
)
研
究
叢
書
『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ア

フ
リ
カ
|
多
様
な
る
宗
教
的
実
践
の

世
界

i
(仮
題
)
」

落
合
雄
彦
晃
洋
書
房

『
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
意
義
(
仮

題
)
』
友
久
久
雄
法
蔵
館

(
二
)
善
本
叢
書
『
大
谷
文
書
集
成
』
四
、

及
び
「
大
谷
文
書
集
成
目
録
」
都
築

晶

子

法

蔵

館

4

二
O
O
八
年
度
客
員
研
究
員
の
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
者
名
簿
へ
の
登
録
に
つ

い
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

5
・
二

O
O九
年
度
沼
田
奨
学
金
研
究
奨
学

金
受
給
者
の
推
薦
審
査
及
、
び
外
国
人
客
員

研
究
員
の
任
用
に
つ
い
て

ド
ラ
ム
ド
ゥ
ル
(
鄭
堆
)
氏
(
中
国
)
、

李
学
竹
氏
(
中
国
)
、
ヴ
イ
ン
セ
ン
ト
・

エ
ル
ト
シ
ン
ジ
ャ

l
氏
(
オ
ー
ス
ト
リ
ア
)

が
推
薦
、
任
用
さ
れ
た

0

6
.
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
「
新
春

技
術
講
演
会
」
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
出

展
に
つ
い
て

出
展
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
(
水
)
午
前
九
時

1
午
前

十
時
三
十
分

第
七
十
二
回
仏
教
文
化
講
演
会

会
場
大
宮
学
会
清
和
館
三
階
ホ

l
ル

議講

師題

仏
教
と
医
療
の
協
力

田
畑
正
久
氏
(
医
療
法
人
仁
和
会

佐
藤
第
二
病
院
院
長
)

平
成
ニ

O
年
十
二
月
二
十
六
日
発
行

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

代

表

者

武

田

龍

精

六
O
O
l八
二
六
人

京
都
市
下
京
区
七
条
通
大
宮
東
入

大
工
町
二
一
五
|
一

電
話

O
七
五
加
一
二
三
一
一
(
代
)

(

内

線

5
4
0
0
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印1[黄夏年主繍]144 298.2/M 1 N IH-70 民園悌教期刊文献集成補編:原刊影

298.2/M 1 N IH-45 民園悌教期刊文献集成補編:原刊影 EPI [黄夏年主繍]/70 

印1[黄夏年主主周]145 298.2/M 1 N/H-71 民図悌教期刊文献集成補編:原刊影

298.2/M 1 N IH-46 民園悌教期刊文献集成補編:原刊影 印1[黄夏年主羽]/71 

印I[黄夏年主繍]146 298.2/M 1 N IH・72 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

298.2/M 1 N IH-47 民図偽教期刊文献集成補編:原刊影 EPI [黄夏年主繍]172 
印1[黄夏年主編]147 298.2/M 1 N IH・73 民図悌教期刊文献集成補編:原刊影

298.2/M 1 N IH-48 民図像教期刊文献集成補編:原刊影 EPI [黄夏年主主扇]/73 

印1[黄夏年主主国]148 298.2/M 1 N IH判民園側教期刊文献集成補編:原刊影

298.2/M 1 N IH-49 民園働教期刊文献集成補編:原刊影 EPI [黄夏年主調]/74 

印1[黄夏年主主同]149 298.2/M 1 N 1H-75 民園側教期刊文献集成補編:1京刊影

298.2/M 1 N 1H-50 民圏偽教期刊文献集成補編:原刊影 印I[黄夏年主繍]/75 
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24) 

574/N 1 H124 九州地方の民俗芸能16:鹿児島県の

民俗芸能:民俗芸能緊急調査報告

書:第五章~第六章/鹿児島県教育庁

文化課編集

沖縄県の民俗芸能:沖縄県民俗芸能

緊急調査報告書:沖縄県文化財調査

報告書第一一二集/沖縄県教育文化課

編集

(日本の民俗芸能調査報告書集成/三隅

治雄，大島腕雄，吉田純子編;19-24) 

207.6/S H 11 中国仏教における機法の成立/塩入良

道著

000.11539/1 中国旅順博物館所蔵新彊出土文物に

000.1/539/2 

関する総合的研究/上山大峻研究代表

11 

(科学研究費補助金(基盤研究A)

研究成果報告書;平成14年度ー平成17

年度)

中国旅順博物館所蔵新彊出土文物に

関する総合的研究/上山大峻研究代表

12 

(科学研究費補助金(基盤研究A)

研究成果報告書;平成14年度ー平成18

年度)

299.91 G A N 12006元興寺文化財研究所研究報告/元興寺

文化財研究所編集12006

709.21T 0 K 127 聖徳太子絵伝下貼文書/東京国立博物

館編12

(法隆寺献納宝物特別調査概報/東京

国立博物館編;26 (平成17年度)-27 

(平成18年度)) 

204.21 S E N 151 浅草寺悌教文化講座/第51集(平成18

年度)

000.11161126 太平記/大取一馬責任編集

(龍谷大学善本叢書/龍谷大学働教文

化研究所編;26) 

0811R Y U/26 太平記/大取一馬責任編集

(龍谷大学善本叢書/龍谷大学偽教文

化研究所編;26) 

208/UM I/C66 Shan-tao: His life and thought/by 

Joji Atone 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C67 The development of the concept of 

'Prthagjana' culminating in Shan-

tao's pure land thought : the pure 

land theory of salvation of the 

inferior 1 Nobuo Haneda 

(UMI dissertation services) 

023/116116-13 俄羅斯科拳院東方研究所聖彼得畳分

所蔵黒水城文献/俄羅斯科挙院東方研
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究所聖彼得壁分所，中国社合科事院民

族研究所.上海古籍出版社編113主

編:史金波.E.YI克恰諾夫

298.2/M 1 N IH-l民園偽教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]11 

298.2/M 1 N IH-2民園働教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]12 

298.2/M 1 N IH-3民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主捕]13 

298.2/M 1 N IH-4民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]14 

298.2/M 1 N IH-5民園働教期刊文献集成補編:原刊影

1:nI [黄夏年主調]15 

298.2/M 1 N IH-6民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]16 

298.2/M 1 N IH-7民園悌教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]17

298.2/M 1 N IH・8民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]18 

298.2/M 1 N 1H-9民園悌教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主繍]19 

298.2/M 1 N IH-I0 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]110 

29B.2/M 1 N/H-l1 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

"'~I [黄夏年主主国]111 

298.2/M 1 N IH・12 民園偽教期刊文献集成補編:原刊影

"'~I [黄夏年主繍]112 

29B.2/M 1 N IH・13 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

"'~I [黄夏年主調]113 

29B.2/M 1 N/H-14 民園働教期刊文献集成補編:1京刊影

印1[黄夏年主繍]114 

29B.2/M 1 N/H-15 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]115 

298.2/M 1 N IH・16 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主調]116 

298.2/M 1 N IH-17 民園側教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主翁]117 

298.2/M 1 N/H-18 民図偽教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主編]118 

29B.2/M 1 N/H-19 民園悌教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主主肩]119 

298.2/M 1 N IH-20 民園側教期刊文献集成補編:1京刊影

印1[黄夏年主調]120 

29B.2/M 1 N IH・21 民園備教期刊文献集成補編:原刊影

印/[黄夏年主編]/21 

298.2/M 1 N IH-22 民園悌教期刊文献集成補編:原刊影

印/[黄夏年主繍]122 

298.2/M 1 N IH.23 民図偽教期刊文献集成補編:原刊影

印1[黄夏年主編]123 

298.2/M 1 N IH-24 民園悌教期刊文献集成補編:原刊影

印/[黄夏年主繍]/24 



0811K ON/92 生成文法と文理解の相互関係/福田稔，

中谷健太郎，有村兼彬執筆

(甲南大学総合研究所叢書/甲南大学

総合研究所編;92) 

0811R YU/19 日本古典随筆の研究と資料/糸井通治

編

(竜谷大学仏教文化研究叢書;19) 

081/R Y U /18 Kapphinabhyudaya or King 

Kapphina's Triumph: a ninth 

century Kashmiri buddhist poem/ 

Michael Hahn ; edited by Yusho 

Wakahara 

(龍谷大学仏教文化研究叢書;18) 

0811K ON/90 少年保護政策と日本、韓国、欧米、

オセアニアの比較/閤田寿[ほか]

執筆

(甲南大学総合研究所叢書/甲南大学

総合研究所編;90) 

081/K ON/93 九鬼哲学の研究と九鬼文庫のアーカ

イプ化/谷口文章，石垣哲二，渡辺りわ

執筆

(甲南大学総合研究所叢書/甲南大学

総合研究所編;93) 

5741N 1 H/19 九州地方の民俗芸能/1:福岡県の民

俗芸能:福岡県民俗芸能緊急調査報

告書/福岡県教育委員会[編]

佐賀県の民俗芸能:佐賀県民俗芸能

緊急調査報告書:佐賀県文化財調査

from his J a takamala and the 

anonymous Sakyasimhaj a taka/ 

edited by Michael Hahn 

(Studia philologica Buddhica; . 

Monograph series ; 22) 

208/ S T M123 The resolve to become a buddha : a 

study of the bodhicitta concept in 

Indo-Tibetan Buddhism/Dorji 

Wangchuk 

(Studia philologica Buddhica ; . 

Monograph series ; 23) 

017.3/1 N T /9 List of publications received/ 

[International College for Advanced 

Buddhist Studies Library)lno. 9 

266.8/ C H I112 報恩院流金剛界念諦次第の手引き:

動潮撰『金剛界念調次第伝授手鑑J
訳注

(智山伝法院選書;第12号)

574/N 1 H/20 九州地方の民俗芸能12:長崎県の民

俗芸能:長崎県民俗芸能緊急調査報

告書:長崎県文化財報告書第120集/

長崎県教育委員会編

くまもとの民俗芸能:熊本県民俗芸

能緊急調査報告書/熊本県教育委員会

編

(日本の民俗芸能調査報告書集成/三

隅治雄，大島暁雄，吉田純子編;19-

24) 

報告書第一四二集:一九九九年三月/ 574/N 1 H/21 九州地方の民俗芸能/3:大分県の民

佐賀県教育委員会編集 俗芸能:大分県民俗芸能緊急調査報

(日本の民俗芸能調査報告書集成/三

隅治雄，大島暁綾，吉田純子編;19-

24) 

410.074/ G A N / 平城京右京北辺/元奥寺文化財研究所

編集

29叩/GAN/2 大和文化財保存会援助事業による嘗

麻寺の版木/元興寺文化財研究所/西

南院

023/1161/6-12 俄羅斯科挙院東方研究所聖彼得鍾分 574/N 1 H/22 

所覇軍黒水城文献/俄羅斯科拳院東方研

究所聖彼得盤分所，中園社曾科事院民

族研究所，上海古籍出版社編/12主

編:史金波.貌同賢.E.M克恰諾夫

286/N 1 N/4 死と愛:いのちへの深い理解を求め

て/鍋島直樹編

(人間・科学・宗教ORC研究叢書;4) 574/N 1 H/23 

208/S TM/21 Mapping the path : vajrapadas in 

Mahayana literature/Ulrich Pagel 

(Studia philologica Buddhica ; 

Monograph series ; 21) 

208/S TM/22 Haribhatta in Nepal : ten legends 
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告書:大分県文化財調査報告第八十

六輯/大分県教育委員会[編]

宮崎県の民俗芸能:宮崎県民俗芸能

緊急調査報告書/宮崎県教育委員会編

集

(日本の民俗芸能調変報告書集成/三

隅治雄.大島暁雄.吉田純子編;19-

24) 

九州地方の民俗芸能/4:鹿児島県の

民俗芸能:民俗芸能緊急調査報告

書:第一章~第四章/鹿児島県教育委

員会編集

(日本の民俗芸能調査報告書集成/三

隅治雄.大島暁雄，吉田純子編 19-

24) 

九州地方の民俗芸能/5:鹿児島県の

民俗芸能:民俗芸能緊急調査報告

書:第四章(続)/鹿児島県教育委

員会編集

(日本の民俗芸能調査報告書集成/三

隅治雄，大島晩雄，吉田純子編;19-

州 1



F禰同

208/UM I!C54 Mistaking the boat for ththe 702.22/ S 0 F / 中園美術の園像拳/曾布川寛編(京都

shore? : a criticaJ analysis of socially 大拳人文科撃研究所研究報告)

engaged Buddhism in the United 208/UM 1 /C47 Burning for the Buddha: self-

States/by James E. Deitrick immolation in Chinese Buddhism/ 

(UMI dissertation services) by J ames Alexander Benn 

208/U M I/C56 Interpreting Mahayana syncretism : (UMI dissertation services) 

a comparative study of 208/UM I/C50 The storehouse consciousness 

Santaraksita's The ornament for the (Alayavijnana) of wei-shi (Yogacara) 

middle way in Indian and Tibetan buddhism the buddhist 

contexts/by James A. Blumenthal phenomenology of the un-conscious 

(UMI dissertation services) / by Tao Jiang 

208/ U M 1 /C57 Haunting the Buddha : theinfluence (UMI dissertation services) 

of Indian spirit religions on the 208/UM I/C51 Transmitting the lamp of learning in 

formation of Buddhism/by Robert classical Chan Buddhism : Juefan 

Daniel DeCaroli Huihong (1071-1128) and literary 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C58 The Hongzhou School of Chan 

Buddhism and the Tang literati / by 

Jia Jinhua 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C59 Contested nation / Buddhist 

innovation : politics， piety， and 

personhood in Theravada Buddhism 

in NepaJlLauren G. Leve 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C60 Embodying the sacred : gender and 

monastic revitalization in China's 

Tibet/Charles Elizabeth Makley 

(UMI dissertation services) 

chan / by George Albert Keyworth， 

III 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C52 The development of Prajna in 

Buddhism from early Buddhism to 

the Prajnaparamita system with 

special reference to the 

Sarvastivada tradition/by Fa Qing 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C53 The sinification of Buddhism as 

found in an early Chinese 

indigenous Sutra/Harumi Hirano 

Ziegler 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C61 "Attaining enlightenment with this 208/UM 1 /C55 Constructing American Buddhisms : 

body": primacy of practice in 

Shingon Buddhism at Mount Koya， 

J apanlBuichiro Watanabe 

(UMI dissertation services) 

208/UM 1 /C62 Die Entstehung der Lehre von den 

0811K ON/89 

0811K 0 N/91 

Funf Positionen : Tung-shans Funf 

Positionen des Einseitigen und des 

Rechten und Ts'ao帽shansHymnen 

zu den einzelnen Positionen im 

Vergleich/von Dieter Plempe aus 

Helsa 

(UMI dissertation services) 

男女共同参画社会の実現とその条件:

働き方の考察を中心に/[中里英樹ほ

か著]

(甲南大学総合研究所叢書/甲南大学

総合研究所編;89) 

知的情報ネットワークと知的意思決

定支援システムに関する研究

(甲南大学総合研究所叢書/甲南大学

総合研究所編;91) 

一22ー

discourses of race and religion in 

territorial Hawai'ilby Lori Anne 

Pierce 

(UMI dissertation services) 

208/UM 1 /C63 Lotze's conception of thesoul 

compared with that of Buddhism/by 

Kumato Morita 

(UMI dissertation services) 

208/UM I/C64 To the other shore: reading 

Buddhism in the works of 

marguerite yourcenar/Joyce M. 

Janca-Aji 

(UMI dissertation services) 

208/UM 1 /C65 Emotion in Buddhism : a case study 

of Avaghoa's Saundarananda/ 

Lynken Ghose 

(UMI dissertation services) 

0811K ON/84 ミッション・ネットワークと大英帝

国/大江満[ほか]執筆

(甲南大学総合研究所叢書/甲南大学

総合研究所編;84) 



3 “']apanese expedition to Chinese Turkestan and Mongolia，" The Geographica1 ]ourna1， Vol. 35， No. 

4， April1910， pp. 448-9. 

4 MR CHINA 5/5.191. 

5 Obviously， 1913 is the date when the photographs were sent to the RG5 and not when they were 

taken. At least one of these (076704) was published in Tachibana's 1912 book (Chua ranken中亜探検，

Tokyo: Hakubunkan， 1912). 
6 Oda Yoshihisa小田義久，“Todaikokushin no ichi kosa"唐代告身の一考察，T.δyδ shien，No. 56 

(2000)， p.3. 
7 M. Aurel 5tein， Serindia， Oxford: Oxford University Press， 1921， vol. 1， p. 376. 

8 This corroborates Professor Katayama's conclusions regarding the provenance of the Li Bo 

manuscript. 5ee: Katayama Akio片山章雄，“RiHaku monjo no shutsudochi "李柏文書の出土地， in 

Chugoku kodai no hδro shakai中国古代の法と社会， To匂0:Kyukoshoin， 1988. 

9 The only place 1 have seen the ]apanese name of this villa was the dissertatIon of Ronald Anderson. 

(Ronald 5. Anderson， Nishi Honganji and ]apanese Buddhist NatIonalism， 1862-1945， Ph.D. 

dissertation， University of California， Berkeley， 1956， p.201.) 

10 “Hoyuki"鵬遊記，Ocani K.δzui zenshu大谷光瑞全集， Tokyo， Osaka: Daijosha， 1935， vol. 9， pp. 

414-6. The Consul and his son referred here must have been Alfred and Maurice Galland who， beside 

their diplomatic career， also owned a bank， a travel bureau， and a real estate agency. 

11 ]apan Center for Asian Historical Records， Ref. code B04121175500. 
12 Kamimura Tatsumi上村辰巳 wasOtani's personal secretary from the mid-1920s. As part of his 

assignment， he had managed a farm in Turkey and also travelled widely thtoughout Eutope and Asia. 

。研究所収書目録。

〈平成十九年度登録図書一覧 (Studiaphilologica Buddhica ; . 

422.035/T 0 K/12唐研究/祭新江主編/第12巻 Monograph series ; 4a-4b) 

422.004/T 0 N /9敦a崖吐魯番研究/香港中華文化促進中 208/ S T M/20-1 The chapter on the mundane path 

心等合/第9巻 。aukikam訂 ga)in出eSravakabhumi : 

574/N 1 H/13 近畿地方の民俗芸能/2京都府の民俗

芸能/三隅治雄，大島暁雄，吉田純子編

(日本の民俗芸能調査報告書集成

/12-14) 

329.01lW A D/ インド哲学における伝統と創造の相

a trilingual edition (Sanskrit. 

Tibetan. Chinese). annotated tran 

slation. and introductory study 

/Florin Deleanu/v. 1 

(Studia philologica Buddhica 

克:テクストとコンテクスト Monographseries ; 20a-20b) 

Conflict between tradition and 208/ S TM/20之 Thechapter on the mundane path 

creativity in Indian philosophy : text (laukikamarga) in the Sravakabhumi : 

and contextl和国議弘編 a trilingual edition (Sanskrit. 

(21st Century COE Program Tibetan. Chinese). annotated tran 

International Conference series ; slation. and introductory study 

no.7) /Florin Deleanu/v. 2 

208/S TM/4-1 Alayavijnana: on the origin and the 

early development of a central 

(Studia philologica Buddhica 

Monograph series ; 20a・2Ob)

concept of Yogacara philosophy/ 208/UM I/C48 Living temple Buddhism in 

Lambert Schmithausen pt. l. Text contemporary ]apan : the Tendai 

(Studia philologica Buddhica ; . sect today/Stephen Grover Covell 

Monograph series ; 4a-4b) (UMI dissertation services) 

208/S TM/4・・2 Alayavijnana : on the origin and the 208/U M 1 /C49 The role of Genshin and rreligious 

early development of a central associations in the Mid・Heianspread 

concept of Yogacara philosophy/ of Pure Land Buddhism/by Sarah 

Lambert Schmithausen Pt. 2. Notes. 

bibliography and indexes 
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]ohanna Horton 

(UMI dissertation services) 


